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「箱田」町政は
災害から町民を守ってくれるか
初の「新型コロナ対策避難所」

サブアリーナ 授乳用テント

　表紙の写真は、さる9月6日、台風10号の来襲に対して、町が自主避難所として設けましたかすやドー
ム「箱田」の写真です。町は多くの職員によって日曜日の朝から、かすやドームメインアリーナ・サブア
リーナ、サンレイクかすや多目的ホール、かすやこども館各室、粕屋中央小学校体育館に段ボール製パー
テーションによる避難所を設営しました。（合計204室）　　
　実はこれだけではなく、サブアリーナには新型コロナウイルス感染が疑われる方に対応できるよう保
健師を常駐させたり、更衣用テント・授乳用テントをも完備していました。

　「備えあれば患いなし」ですね。さ
て、みなさんはどんな災害の時、どの
ような行動（避難）を取ろうと考えて
ありますか？ご家族で相談される一助
としてアンケートにお答えください。

うれ

＊今回の避難場所は中央地域への偏りも見られます。お住いの場所から最適だと考えられる場所・要望等をご記入くださ
い。議会発信力の源とさせていただきます。

　行事等交流の機会がほとんど奪われている今、粕屋町議会に対して・議会だよりに関して、
ご意見・ご要望・感想をお願いします。

①お住いの行政区（　　　　　 区）　
②台風の時・・・・・（　　　　　　　）へ避難する　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
③大洪水の時・・・（　　　　　　　）へ避難する　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
④地震の後・・・・・（　　　　　　　）へ避難する　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑤避難するとき常備している避難グッズも必要になりますね。（　　　　）だけは絶対忘れない。

⑥

＊この空間に書ききれないほど想いのある方、ぜひ来年4月に行われます粕屋町議会議員選挙へ立候補をお考えください。
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：議長　鞭馬　直澄 ＊粕屋町議会だよりNo.155の議会報告会開催

　報告の中で数字に誤りがありました。

　参加者延べ人数　１０１名→１０４名
　乙仲原公民館参加人数　６１名→６４名
　訂正して、お詫び申し上げます。

（議長を除く）（議長を除く）

議会だよりは、完成
後ホームページに
掲載しております。
配達日よりも早く
ご覧になれます。



７月臨時会（７月１０日開催）

令和2年度　一般会計補正予算
（第5回）

補正額

総　額
3億4,751万円

210億8,786万円

財産（クオカード）の取得及び無償譲渡
　粕屋町新型コロナウイルス感染症対策、かすやっ子応援事業の給付に用いるため、1万
円のクオカードを買い入れ、平成14年4月2日から令和2年7月10日に出生した０歳から
18歳までを対象に支給する事業です。
　購入の相手先は、株式会社クオカードで購入限度額は、1億300万円です。

９月定例会ピックアップ
　令和２年第３回（９月）定例会は、９月４日から９月２８日までの会期で開催されました。
　８日から１０日までが一般質問で、１1日から決算・補正予算審査、次に各委員会の審査を
行いました。
　議案２３件・発議1件・諮問１件・意見書１件・請願１件の審議を行いました。（詳しい賛否表はＰ１０）

7月補正予算（第5回）の主な内容
（単位：万円）

課名 予算額事業概要

地域振興課
がんばるかすやの応援金（売り上げ30％以上減少の対象と
ならない中小企業者等へ5万円の支援）

4,020

経営政策課
財政調整基金積立金（新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金に伴う財源調整）

1億9,355

学校教育課

大学生等応援事業（18歳～30歳の大学生等へクオカード1万
円分を配布）

2,541

社会教育課 図書館（視聴覚室）、ドーム、プールの空調・換気設備改修 6,497

小・中学校に赤外線カメラ温度測定器を購入 561

令和2年度　一般会計補正予算
（第6回）

補正額

総　額
６億4,726万円

217億3,512万円
9月補正予算（第6回）の主な内容

（単位：万円）

課名 予算額事業概要

道路環境整備課

510

清掃センター解体工事費（令和2年度 支払予定額） 3億4,936

経営政策課 財政調整基金積立金(地方交付税・起債に伴う財源調整) 2億1,445

学校教育課

マスク等購入支援事業（マスク、消毒液等購入）
学校再開支援事業（保健室ベッド、大型モニター、電子黒板等
購入）

小・中学校修学旅行バス借り上げ料増額（1クラス2台分）

2,409

地域振興課 井堰改修工事 2,610

粕屋西小学校の修学旅行で8台のバス

ご利用いただけるお店は全国 約6万店
QUOカードは全国共通のギフトカード（商品券）です。
このステッカーのあるお店で代金のお支払いにご利用
いただけます。
会計の際にレジにてお出しください。

令和2年度当初予算は、約151億
円。新型コロナウイルス感染症対
策費用で予算が大幅に増加。
昨年の決算状況もご確認ください。
詳しくは4ページ、5ページへ。
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行政効果をどう評価？令和元年度 一般会計決算

１４９億３，３０１万円
歳入 町税

６７憶９，９１１万円
４５.５％

繰入金
６億４，９９４万円

４.４％

その他
１２億７，７８６万円

８.６％

町債
７億５，６７７万円

５.１％

地方交付税
９億４８５万円
６.１％

国・県支出金
３３億９，３２８万円

２２.７％

その他
１１億５，１２０万円

７.７％

依存財源
６２憶６１０万円
41.6％

自主財源
８７憶２，６９１万円

58.4％

144億8,907万円
歳出

民生費
５７億８９２８万円
４０．０％

公債費
１０億６９３万円
７．３％

教育費
２３億８，５３９万円

１６．５％

衛生費
１２億９７３０万円

９．０％

土木費
１２億８，０３９万円

８．８％

消防費
５億２，８４８万円

３．６％

農林水産業費
１億８，１０９万円

１．２％

その他
７億８，０６９万円

５．３％

総務費
１１億８，５４９万円

８．２％

※端数処理（四捨五入）により合計が
　一致しない場合があります。

町民税、固定
資産税など、
町民の皆様に
納めていただ
く税金です。

自治体の
規模や人
口に応じて
国から交
付される
お金です。

医療・福祉
など使い
道が決ま
った補 助
金です。

ふるさと納
税の寄付金
はここに含ま
れます。町の借り入

れ金です。

借り入れの
返済金です。

医療・福祉
に使うお金
です。

粕屋町内バス停５か所にベンチ設置
５１万円

江辻橋橋梁補修工事
7,914万円（令和元年・２年度の２か年）
（令和元年度 3,211万円）

粕屋西小学校学童保育増設工事
５，８６０万円

大川・西幼稚園の３歳児受け入れ開始
に伴う、環境整備（トイレ改修）を実施
大川幼稚園・・・１２８万円
西幼稚園・・・　１０２万円

仲原小学校 第１期大規模改造工事   
２億６，９４９万円新ホームページを令和２年３月１０日に公開

１，0４６万円

防災マップをリニューアルし全戸配布
指定緊急避難場所看板作成

１，０１０万円

（仮称）かよいちょう保育園（定員120名）
建設補助額

2億1,513万円（令和元年・２年度の２か年）
（うち、国庫補助金 1億9,123万円）
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総務常任委員会
◎財産（クオカード）の取得及び無償譲渡を決定しました
　新型コロナウイルス感染症の影響に伴うアルバイト収入の減少や学校臨時休業等によ
る急転した学習環境への経済支援として、一人あたり１万円のクオカードを支給します。

◎消防ポンプ自動車購入を決定しました
　粕屋町消防団第１０分団の消防ポンプ自動車が平成１３年１月使用開始から19年経過
したことにより、指名業者７社により
指名競争入札が行われ、（株）九州
防災センターが落札しました。
　受持ち区域は、乙仲原東区、乙仲
原西区、阿恵区です。
契約金額
１，９６９万円（消費税込み）
＊財源については、「緊急防災・減債
事業費」にて対応（充当率１００％、
交付税措置７０％）

建設常任委員会
　９月定例会には建設常任委員会に付託された議案はありませんでした。
　今回は２件の報告事項を記載いたします。

◎古大間池の西側にある旧焼却場の解体工事について
　説明を受けました
　今回補正予算を可決しました。今後入札、議会での承認を経て、着工より２４か月が工
事期間となります。
　本工事では、ダイオキシン類汚染除去並びに解体撤去工事が行われます。
　粕屋浄水場・配水池や朝日区に隣接する場所ですので、周辺に影響を与えないように、
配慮された工事が進められます。
工事項目
　［仮設工事・環境対策］
　［ダイオキシン類・アスベスト工事］
　これらの撤去作業は、環境対策仮設工事による、密閉・負圧の管理下にて実施されます。
　［解体工事］
　［土壌汚染対策工事］
　土壌汚染詳細調査に確認された汚染土壌の掘
削除去が行われます。汚染土壌の掘削、運搬、処
理にあたっては、土壌汚染対策法、同施行規則、
関係するガイドライン及び福岡県土壌汚染対策
指導要綱等の規定に準拠して実施されます。
　［環境調査］
　工事による周辺環境への影響を確認するた
め、土壌、浄水場水質、地下水、大気、粉じん、騒
音、振動等の分析・測定が行われます。
　［整地工事］
　跡地の埋め戻しは、汚染土壌の場外搬出処分
後、購入土によって現状地盤まで埋め戻し、転圧
後、砂利舗装が行われます。

平成２年４月２日から平成14年４月１日までに生まれ、令和２年９月４日において、粕屋
町に住民票があり、大学等に在籍する人
平成２年４月２日から平成14年４月１日までに生まれ、令和２年９月４日において、粕屋
町に住民票がないが、大学等に在籍しており、一親等以内の親が粕屋町の住民票を
有している人

対象

　大学・大学院・短期大学・高等専門学校・専修学校・予備校・その他町長が大学等と特に
認める学校。

大学等

　申請期限は、令和２年１２月３１日までです。
申請期限

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、原則郵送です。
申請方法

19年間お疲れ様でした

委員会レポート

１

２

◎地域振興課より町の独自事業である「がんばるかすやの
応援金」（２種類）や、小規模企業者協力支援金（申請期間
終了）の申請状況の報告を受けました

    当委員会でも、まだまだ周知不足だと考えています。今一度粕屋町ホームページ等で
ご確認ください。

浄水場（手前）と旧焼却場
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総務常任委員会
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厚生常任委員会
◎粕屋町子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正
改正理由
　福岡県が医療費助成の対象年齢を令和3年4月から中学校3年生まで拡大することに
伴い、粕屋町においても中学校3年生までの通院にかかる医療費助成を行うものです。
改正概要
中学校3年生までに通院による自己負担額は月1,600円となります。

◎粕屋町印鑑条例の一部を改正
改正理由
　成年被後見人の人権が尊重され、不当に差別されないよう、欠格条項その他の権利の
制限にかかる措置の適正化を図る法律の施行に伴い、国の印鑑登録事務処理要領が改
正されたことを踏まえ、町の条例を改正しました。
改正概要
　法定代理人が同行し、かつ、成年被後見人から申請がある場合は、成年被後見人は意思能
力を有するものとして印鑑登録ができます。（公布の日から施行）

国鉄志免炭鉱ボタ山開発特別委員会
　本委員会は、粕屋町・須恵町・志免町と協力し、国鉄志免炭鉱ぼた山開発等について促
進を期するため設置されました。
　しかし、本年４月から、ぼた山開発については、３町長が合意した開発計画案を、３町長
の私的諮問機関である「国鉄志免炭鉱ぼた山開発推進協議会」（各町議会の正副議長を
含む４名、計１２名で構成）で協議し、答申することになりました。
　今後、本委員会で「ぼた山の開発計画」を主体的に調査研究することがなくなりました
ので、令和２年９月２８日の本会議において、本委員会の廃止を決定しました。

町立保育所の建て替えに関する特別委員会
　子ども未来課から、本年度予算に計上している「町立保育所の建替え検討業務委託」
（予算額４２万円）の中間報告がありました。
　これは、老朽化が進む仲原保育所と中央保育所について、保育所の運営を継続しなが
ら、現敷地内での建て替えの可能性を調査するものであります。
　この調査結果では、中央保育所の建築可能面積は、1,150㎡（必要面積：1,080㎡）で
建築可能であるが、仲原保育所の建築可能面積は、600㎡（必要面積:1,055㎡）で建築
が困難とのことでありました。
　この中間報告を受け、本委員会として今後の方向性を検討していくこととしました。

総合計画策定特別委員会
　現在、第5次粕屋町総合計画後期基本計画の策定作業が行われています。
　これは、2016（平成28）年度に策定された第5次粕屋町総合計画（10年間）の前期基本
計画（5年間）が2020（令和２）年度末をもって終了するため、これまでの取り組みに対する
評価・検証を行うとともに、新たな地域の課題、社会経済情勢の変化を踏まえ、今後の5年
間（2021（令和３）年度～2025（令和７）年度）を計画期間とする後期基本計画が策定され
るものです。
　この総合計画は、議会の議決事項とされており、後期基本計画への議
会の意見等を取りまとめるため、令和2年9月4日の本会議において議
員全員で構成する「総合計画策定特別委員会」の設置を決定しました。
　委 員 長 ： 山𦚰　秀隆
　副委員長 ： 案浦　兼敏
　後期基本計画は、12月議会に上程される予定ですので、計画に反映
できるよう早急に意見等を取りまとめていくこととしました。

3歳未満

所得制限

無料

500円/日
（月7日上限）

500円/日
（月7日上限）

なし
入院

自己負担
通院

（改正案 ： 令和3年4月～） ※中学生の入院、通院が福岡県の補助対象（補助率1/2）となる。

3歳以上
就学前

小学生

中学生
（対象年齢拡大）

500円/日
（月7日上限）

800円/月

1,200円/月
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500円/日
（月7日上限）

なし
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自己負担
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（現行制度 ： 平成28年10月～） ※中学生の入院は町単独事業（福岡県補助なし）で実施している。

3歳以上
就学前

小学生

中学生
（町単独事業）

500円/日
（月7日上限）
（町単独事業）

800円/月

1,200円/月

̶ なし

児童手当準拠

（　　　　　  ）所得超過の場合、
町単独事業で助成
児童手当準拠

（　　　　　  ）所得超過の場合、
町単独事業で助成

児童手当準拠

（　　　　　  ）所得超過の場合、
町単独事業で助成
児童手当準拠

（　　　　　  ）所得超過の場合、
町単独事業で助成
児童手当準拠

（　　　　　  ）所得超過の場合、
町単独事業で助成
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制限にかかる措置の適正化を図る法律の施行に伴い、国の印鑑登録事務処理要領が改
正されたことを踏まえ、町の条例を改正しました。
改正概要
　法定代理人が同行し、かつ、成年被後見人から申請がある場合は、成年被後見人は意思能
力を有するものとして印鑑登録ができます。（公布の日から施行）

国鉄志免炭鉱ボタ山開発特別委員会
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の私的諮問機関である「国鉄志免炭鉱ぼた山開発推進協議会」（各町議会の正副議長を
含む４名、計１２名で構成）で協議し、答申することになりました。
　今後、本委員会で「ぼた山の開発計画」を主体的に調査研究することがなくなりました
ので、令和２年９月２８日の本会議において、本委員会の廃止を決定しました。

町立保育所の建て替えに関する特別委員会
　子ども未来課から、本年度予算に計上している「町立保育所の建替え検討業務委託」
（予算額４２万円）の中間報告がありました。
　これは、老朽化が進む仲原保育所と中央保育所について、保育所の運営を継続しなが
ら、現敷地内での建て替えの可能性を調査するものであります。
　この調査結果では、中央保育所の建築可能面積は、1,150㎡（必要面積：1,080㎡）で
建築可能であるが、仲原保育所の建築可能面積は、600㎡（必要面積:1,055㎡）で建築
が困難とのことでありました。
　この中間報告を受け、本委員会として今後の方向性を検討していくこととしました。
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　現在、第5次粕屋町総合計画後期基本計画の策定作業が行われています。
　これは、2016（平成28）年度に策定された第5次粕屋町総合計画（10年間）の前期基本
計画（5年間）が2020（令和２）年度末をもって終了するため、これまでの取り組みに対する
評価・検証を行うとともに、新たな地域の課題、社会経済情勢の変化を踏まえ、今後の5年
間（2021（令和３）年度～2025（令和７）年度）を計画期間とする後期基本計画が策定され
るものです。
　この総合計画は、議会の議決事項とされており、後期基本計画への議
会の意見等を取りまとめるため、令和2年9月4日の本会議において議
員全員で構成する「総合計画策定特別委員会」の設置を決定しました。
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　副委員長 ： 案浦　兼敏
　後期基本計画は、12月議会に上程される予定ですので、計画に反映
できるよう早急に意見等を取りまとめていくこととしました。
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一目でわかる審議結果（賛否が分かれた議案・請願書のみ）

☆議案名についてはわかりやすい文言に置き換えています。

令和２年度　一般会計補正予算

財産（クオカード）の取得及び無償譲渡

令和元年度　一般会計歳入歳出決算の
認定

令和元年度　国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定

〇⇒賛成　●⇒反対
―⇒退席　欠⇒欠席
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意

可
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可
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決
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令和元年度　後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定

認
定

人権擁護委員の推薦につき意見を求める
こと（森　紘氏）

適
任

教職員定数改善と義務教育費国庫負担
制度２分１の復元をはかるための、２０２１
年度政府予算に係る意見書採択の要請

不
採
択

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

固定資産評価審査委員会委員の選任同意
（友野　和憲氏）

固定資産評価審査委員会委員の選任同意
（満行　貞夫氏）

令和２年度　後期高齢者医療特別会計
補正予算

備品購入契約の締結
（第10分団消防ポンプ自動車）
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新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激
な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書

安藤　和寿
中野　敏郎
久我　純治

可決

件　名 提出者 結果
●議員より提出された意見書

町長及び副町長の給与を
臨時に減額するための条例

　令和元年度一般会計の決算の中で、監査委
員から町有地の売却について不適切な処理の
指摘がありました。
　この売却による町の損失を補填する措置と
して、町長及び副町長の給与を臨時的に減額す
るための条例案が提出されました。

　付託された総務常任委員会に
おいて、執行部の現状説明では
最良の判断ができないとの理由
により、継続審査となりました。

件　名 提案理由 審議の結果
●継続審議となった議案

教職員定数改善と義務教育国
庫負担制度２分の１復元をは
かるための、２０２１年度政府予
算に係る意見書採択の要請に
ついて

江藤　文彦 氏
（粕屋町原町在住）

件　名 請願者 紹介議員
住民より提出された請願書

本田　芳枝
田川　正治
川口　晃
中野　敏郎

　
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
と
学
習
環
境
の
充
実
は
重
要
だ
と
認
識
し

て
い
ま
す
が
、請
願
で
は
、国
庫
負
担
率
を
３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
に
復
元
を

求
め
る
も
の
で
、あ
ま
り
効
果
が
期
待
で
き
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま

た
、当
然
、30
人
以
下
学
級
を
望
む
が
、粕
屋
町
の
よ
う
に
児
童
数
が
増
加
し

て
い
る
場
合
、ハ
ー
ド
面
の
整
備
も
必
要
と
な
り
、教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の

維
持
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、一
律
の
支
援
で
は
な
く
、増
加
し
て
い
る
自
治

体
に
ス
ポ
ッ
ト
的
に
支
援
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

反
対

末
若

　憲
治

　
９
月
24
日（
木
）、自
民
党
教
育
再
生
実
行
委
員
会
本
部
は
１
ク
ラ
ス
30
人
以

下
学
級
の
実
現
に
向
け
て
、『
義
務
教
育
標
準
法
の
改
定
の
決
議
文
』を
萩
生
田

光
一
文
科
相
に
手
渡
し
、２
０
２
１
年
度
の
予
算
措
置
の
検
討
を
要
請
し
ま
し

た
。必
要
教
員
数
は
８
〜
９
万
人
程
度
で
す
。公
立
の
教
員
数
は
小
中
学
校
合

わ
せ
て
約
64
万
人
、約
15
％
の
教
職
員
定
数
の
拡
大
が
必
要
で
す
。義
務
教
育
費

国
庫
負
担
分
の
予
算
総
枠
を
増
や
す
と
共
に
、地
方
自
治
体
の
持
出
し
分（
３
分

の
２
）を
減
ら
す
た
め
、政
府
負
担
金
を
２
分
の
１
に
戻
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

賛
成

川
口

　
　晃

　
７
月
９
日
付
の
記
事
で
は
、公
明
党
は
30
人
以
下
の
学
級
編
成
を
提
言
し
、

文
科
省
も
そ
の
よ
う
な
方
向
で
検
討
に
入
る
と
あ
り
ま
し
た
。最
近
の
新
聞
で

は
、読
売
で
も
、産
経
で
も
こ
の
方
向
で
の
記
事
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。福
岡

市
は
独
自
に
予
算
化
し
、全
学
級
の
人
数
を
35
人
以
下
に
す
る
と
も
。

　
熊
本
の
元
教
員
の
過
労
で
脳
出
血
に
つい
て
の
裁
判
は
、逆
転
勝
訴・公
務
災

害
認
定
に
当
た
る
と
の
報
道
で
す
。社
会
の
流
れ
は
こ
の
よ
う
な
方
向
に
あ
る

の
で
す
。

賛
成

中
野

　敏
郎

　
自
民
党
教
育
再
生
実
行
本
部
は
、３
密
回
避
や
パ
ソ
コ
ン
端
末
の
活
用
、30
人

以
下
の
少
人
数
学
級
実
現
に
向
け
、教
員
数
は
９
万
人
程
度
増
員
必
要
と
合

意
文
書
を
ま
と
め
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
教
育
目
標
達
成
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、自
民
党
か
ら

共
産
党
ま
で
７
政
党
全
て
、国
が
教
育
予
算
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
並
み
４
％（
日
本

２・９
％
で
加
盟
国
中
最
低
）へ
増
や
す
こ
と
に
賛
成
で
す
。各
種
学
校
の
校
長

会
、全
国
知
事
会
、市
長
会
や
町
村
長
会
も
、新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
、明
日
を
担
う

子
ど
も
を
守
る
た
め
、少
人
数
学
級
と
教
職
員
の
増
員
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

賛
成

田
川

　正
治

　
教
育
は
国
の
責
任
で
行
う
も
の
で
す
。教
職
員
の
数
が
足
り
な
い
こ
と
が
地

方
の
自
治
体
を
疲
弊
さ
せ
て
い
ま
す
。粕
屋
町
は
特
別
支
援
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、教
育
職
員
が
足
り
な
い
場
合
、町
費
で
補
っ
て
い
ま
す
。そ
れ

も
限
界
が
あ
り
ま
す
。大
人
が
疲
弊
し
て
い
る
か
ら
、子
ど
も
に
し
わ
寄
せ
が

き
て
い
ま
す
。充
分
な
教
育
を
行
う
た
め
の
一
歩
と
し
て
、国
庫
の
負
担
割
合

を
復
元
さ
せ
、定
数
改
善
に
よ
る
教
職
員
も
増
や
し
て
ほ
し
い
。

賛
成

本
田

　芳
枝

　
請
願
者
は
請
願
趣
旨
、及
び
理
由
の
中
に
①
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善

を
推
進
す
る
こ
と
。②
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
２
分
の
１
に
復
元
す

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。提
出
先
が
国
会
に
対
し
て
で
あ
り
、本
当
に
改

善
を
求
め
る
な
ら
、福
岡
県
や
糟
屋
郡
全
部
に
対
し
て
請
願
を
提
出
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。ま
た
、議
場
で
の
趣
旨
説
明
で
は
、正
規
職
員
の
比
率
が
低
く
改
善

が
必
要
と
も
発
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
。趣
旨
説
明
の
文
言
の
修
正
な
ど
が
必
要

と
思
わ
れ
、継
続
審
議
が
望
ま
し
く
反
対
い
た
し
ま
す
。

反
対

小
池

　弘
基

　
コ
ロ
ナ
渦・複
雑
化
し
て
い
る
学
校
現
場・子
ど
も
と
向
き
合
う
た
め
の
時
間

確
保
も
課
題
と
な
って
い
る
今
、教
師
が
や
る
べ
き
こ
と
と
業
者
委
託
を
明
確
に

し
、授
業
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。医
療
的

ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
態
勢
な
ど
、も
っ
と
必
要
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。国

庫
負
担
割
制
度
の
負
担
割
合
の
復
元
に
関
し
て
、２
分
の
１
に
戻
す
と
具
体
的

に
出
て
い
ま
す
が
、以
前
の
よ
う
に
も
と
に
戻
す
こ
と
が
教
育
の
機
会
均
等
と

水
準
の
維
持
向
上
に
な
る
の
か
疑
問
に
感
じ
ま
す
。

反
対

木
村

　優
子

　
請
願
の
趣
旨
の
一
つ
は
、教
職
員
の
改
善
の
た
め
の
地
方
自
治
体
の
負
担
軽

減
で
す
。国
庫
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
の
根
拠
が
あ
い
ま
い

で
分
り
づ
ら
い
面
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、近
隣
自
治
体
と
の
連
携
が
な
く
粕
屋

町
単
独
で
の
請
願
が
果
た
し
て
国
が
取
り
あ
げ
る
の
か
が
疑
問
で
す
。こ
う
し

た
全
国
的
に
必
要
な
意
見
書
提
出
に
は
、も
っ
と
組
織
的
な
対
応
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

反
対

山
𦚰

　秀
隆

初日に請願者
の説明があり
ました。詳し
くはこちら。 

不採択

活発だった討論
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１
年
度
の
予
算
措
置
の
検
討
を
要
請
し
ま
し

た
。必
要
教
員
数
は
８
〜
９
万
人
程
度
で
す
。公
立
の
教
員
数
は
小
中
学
校
合

わ
せ
て
約
64
万
人
、約
15
％
の
教
職
員
定
数
の
拡
大
が
必
要
で
す
。義
務
教
育
費

国
庫
負
担
分
の
予
算
総
枠
を
増
や
す
と
共
に
、地
方
自
治
体
の
持
出
し
分（
３
分

の
２
）を
減
ら
す
た
め
、政
府
負
担
金
を
２
分
の
１
に
戻
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

賛
成

川
口

　
　晃

　
７
月
９
日
付
の
記
事
で
は
、公
明
党
は
30
人
以
下
の
学
級
編
成
を
提
言
し
、

文
科
省
も
そ
の
よ
う
な
方
向
で
検
討
に
入
る
と
あ
り
ま
し
た
。最
近
の
新
聞
で

は
、読
売
で
も
、産
経
で
も
こ
の
方
向
で
の
記
事
を
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。福
岡

市
は
独
自
に
予
算
化
し
、全
学
級
の
人
数
を
35
人
以
下
に
す
る
と
も
。

　
熊
本
の
元
教
員
の
過
労
で
脳
出
血
に
つい
て
の
裁
判
は
、逆
転
勝
訴・公
務
災

害
認
定
に
当
た
る
と
の
報
道
で
す
。社
会
の
流
れ
は
こ
の
よ
う
な
方
向
に
あ
る

の
で
す
。

賛
成

中
野

　敏
郎

　
自
民
党
教
育
再
生
実
行
本
部
は
、３
密
回
避
や
パ
ソ
コ
ン
端
末
の
活
用
、30
人

以
下
の
少
人
数
学
級
実
現
に
向
け
、教
員
数
は
９
万
人
程
度
増
員
必
要
と
合

意
文
書
を
ま
と
め
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
教
育
目
標
達
成
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、自
民
党
か
ら

共
産
党
ま
で
７
政
党
全
て
、国
が
教
育
予
算
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
並
み
４
％（
日
本

２・９
％
で
加
盟
国
中
最
低
）へ
増
や
す
こ
と
に
賛
成
で
す
。各
種
学
校
の
校
長

会
、全
国
知
事
会
、市
長
会
や
町
村
長
会
も
、新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
、明
日
を
担
う

子
ど
も
を
守
る
た
め
、少
人
数
学
級
と
教
職
員
の
増
員
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

賛
成

田
川

　正
治

　
教
育
は
国
の
責
任
で
行
う
も
の
で
す
。教
職
員
の
数
が
足
り
な
い
こ
と
が
地

方
の
自
治
体
を
疲
弊
さ
せ
て
い
ま
す
。粕
屋
町
は
特
別
支
援
教
育
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
が
、教
育
職
員
が
足
り
な
い
場
合
、町
費
で
補
っ
て
い
ま
す
。そ
れ

も
限
界
が
あ
り
ま
す
。大
人
が
疲
弊
し
て
い
る
か
ら
、子
ど
も
に
し
わ
寄
せ
が

き
て
い
ま
す
。充
分
な
教
育
を
行
う
た
め
の
一
歩
と
し
て
、国
庫
の
負
担
割
合

を
復
元
さ
せ
、定
数
改
善
に
よ
る
教
職
員
も
増
や
し
て
ほ
し
い
。

賛
成

本
田

　芳
枝

　
請
願
者
は
請
願
趣
旨
、及
び
理
由
の
中
に
①
計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善

を
推
進
す
る
こ
と
。②
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
を
２
分
の
１
に
復
元
す

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。提
出
先
が
国
会
に
対
し
て
で
あ
り
、本
当
に
改

善
を
求
め
る
な
ら
、福
岡
県
や
糟
屋
郡
全
部
に
対
し
て
請
願
を
提
出
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。ま
た
、議
場
で
の
趣
旨
説
明
で
は
、正
規
職
員
の
比
率
が
低
く
改
善

が
必
要
と
も
発
言
さ
れ
て
い
ま
し
た
。趣
旨
説
明
の
文
言
の
修
正
な
ど
が
必
要

と
思
わ
れ
、継
続
審
議
が
望
ま
し
く
反
対
い
た
し
ま
す
。

反
対

小
池

　弘
基

　
コ
ロ
ナ
渦・複
雑
化
し
て
い
る
学
校
現
場・子
ど
も
と
向
き
合
う
た
め
の
時
間

確
保
も
課
題
と
な
って
い
る
今
、教
師
が
や
る
べ
き
こ
と
と
業
者
委
託
を
明
確
に

し
、授
業
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。医
療
的

ケ
ア
児
の
受
け
入
れ
態
勢
な
ど
、も
っ
と
必
要
な
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。国

庫
負
担
割
制
度
の
負
担
割
合
の
復
元
に
関
し
て
、２
分
の
１
に
戻
す
と
具
体
的

に
出
て
い
ま
す
が
、以
前
の
よ
う
に
も
と
に
戻
す
こ
と
が
教
育
の
機
会
均
等
と

水
準
の
維
持
向
上
に
な
る
の
か
疑
問
に
感
じ
ま
す
。

反
対

木
村

　優
子

　
請
願
の
趣
旨
の
一
つ
は
、教
職
員
の
改
善
の
た
め
の
地
方
自
治
体
の
負
担
軽

減
で
す
。国
庫
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
の
根
拠
が
あ
い
ま
い

で
分
り
づ
ら
い
面
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、近
隣
自
治
体
と
の
連
携
が
な
く
粕
屋

町
単
独
で
の
請
願
が
果
た
し
て
国
が
取
り
あ
げ
る
の
か
が
疑
問
で
す
。こ
う
し

た
全
国
的
に
必
要
な
意
見
書
提
出
に
は
、も
っ
と
組
織
的
な
対
応
が
必
要
と
考

え
ま
す
。

反
対

山
𦚰

　秀
隆

初日に請願者
の説明があり
ました。詳し
くはこちら。 

不採択

活発だった討論
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町民に身近なＰＣＲ検査センターを町民に身近なＰＣＲ検査センターを
箱田・町長／粕屋医師会や保健所と連携し体制確立

議員田川　正治 田
川

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
増

設
の
た
め
、国
に
10
兆
円
の

予
備
費
を
使
い
責
任
持
つ

こ
と
や
、県
に
対
し
て
財
政

支
援
を
求
め
、糟
屋
地
区
１

市
７
町
の
自
治
体
が
粕
屋

医
師
会
へ
の
財
政
支
援
を

行
い
、町
民
が
身
近
に
検
査

で
き
る
体
制
を
確
立
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
が
。

町
長

　
粕
屋
医
師
会
と
１
市
７
町

で
構
成
す
る
糟
屋
地
区
の
協

議
会
で
協
議
を
し
ま
し
て
、

５
月
12
日
か
ら
粕
屋
医
師
会

に
よ
り
検
査
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
、保
健
所
と
連
携
を

取
り
検
査
を
行
って
い
ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
医
な
ど
医
療

機
関
で
高
熱
な
ど
の
診
察
を

受
け
た
と
き
に
、医
師
か
ら

検
査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

場
合
に
は
、医
療
機
関
か
ら

検
査
セ
ン
タ
ー
に
予
約
を
す

る
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
さ
れ
る
被
検

査
者
や
対
象
に
な
る
方
の
検

査
料
は
、公
費
負
担
を
原
則

に
粕
屋
医
師
会
と
検
討
し
て

い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
申
請
減
免
の
実
施
を

国
民
健
康
保
険
税
の
申
請
減
免
の
実
施
を

渋
田・総
合
窓
口
課
長
／
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
減
免
は
行
っ
て
い
ま
す

田
川

　
町
独
自
で
国
民
健
康
保

険
の
申
請
減
免
条
例
を
制

定
し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
休
業
な

ど
に
よ
る
所
得
減
少
に
対

し
て
保
険
税
の
減
免
を
実

施
す
べ
き
で
は
。

総
合
窓
口
課
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
、主
た

る
生
計
維
持
者
の
事
業
収

入
、不
動
産
収
入
、山
林
収

入
、ま
た
は
給
与
収
入
の
減

少
が
見
込
ま
れ
、一
定
の
基

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
影
響
の
施
設
へ
の
支
援
を

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
影
響
の
施
設
へ
の
支
援
を

町
長
／
保
健
所
へ
町
か
ら
１
名
派
遣
し
て
支
援
し
ま
す

田
川

　
病
院
や
介
護
施
設
、障
が

い
者
施
設
な
ど
、コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

経
営
的
危
機
に
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
に
対
す
る
補
償
の
要

望
と
町
の
支
援
対
策
に
つ

い
て
説
明
を
。

町
長

　
各
医
療
機
関
に
対
す
る

支
援
は
町
の
財
政
規
模
、町

の
力
と
し
て
で
き
る
分
を

行
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
れ
と
併
せ
、保
健
所
の

経
営
や
人
的
な
疲
弊
な
ど
、

物
質
的
に
非
常
に
困
っ
て
あ

る
の
で
、糟
屋
地
区
内
で
県

と
相
談
し
な
が
ら
保
健
所
の

町政を問う　一般質問

記事は会議録に基づき、議員個々の原稿を議員責任の基に掲載しております。
また、写真なども議員提出によるものを掲載しています。
詳細は会議録【ホームページ・議会事務局・粕屋フォーラム（図書館）に置く】をご参照ください。

　一般質問は定例会で行われ、粕屋町は会期の始めに行っています。議員は、町政全般
にわたって、町長など執行機関の考えを問いただします。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間60分の範囲で※1問1答で行います。
※質疑、答弁を理解するまで繰り返す方法

田川　正治 議員　　P13
①町民に身近なＰＣＲ検査センターを
②新型コロナ感染症影響の施設への支援を
③国民健康保険税の申請減免の実施を

八尋　源治 議員　　P14
①経済と未来の都市計画は
②町長の選挙公約の一つである市制は
③未着工の都市計画道路は

案浦　兼敏 議員　　P15
①保健所を持たない町のコロナ対応は
②ボタ山開発への３町長の考えは

井上　正宏 議員　　P16
①都市計画マスタープラン（案）は

中野　敏郎 議員　　P17
①流域治水は

太田　健策 議員　　P18
①新型コロナ感染症の対策は
②旧焼却場撤去は
③粕屋町町営住宅長寿命化計画は

安藤　和寿 議員　　P19
①コロナ禍による感染対策は

福永　善之 議員　　P20
①いつまで続く、随意契約
②第三者による調査機関の設置を

川口　晃 議員　　　P21
①小中学校での少人数学級教育は
②西小校区は大型の浸水避難場所が必要

木村　優子 議員　　P22
①医療的ケア児に対する援助を
②読書通帳導入の進捗状況は

山𦚰　秀隆 議員　　P23
①芸術文化振興、コロナ禍での支援は
②市制に向けた文化芸術の在り方は

久我　純治 議員　　P24
①新型コロナウイルス感染症対策は

末若　憲治 議員　　P25
①接触確認アプリの周知を
②企業誘致などピンチをチャンスに

小池　弘基 議員　　P26
①九州大学附属農場跡地の利活用は

本田　芳枝 議員　　P27
①町の歩道整備計画は
②学校施設のエレベーター設置は※一般質問の議員写真について

　コロナウイルス対策により、マスクをして質問しており
ましたので、顔が分かりにくいこともあり、後で撮影した
ものを掲載しております

掲載は質問順としています。

令和2年9月8日、9日、10日実施

※バラは粕屋町の町花です。

応
援
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
人
選
も
含
め
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
粕
屋
町
か
ら
は
１
名
を

来
年
3
月
ま
で
交
代
制
も

し
く
は
部
分
的
に
支
援
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
施
設
や
介
護

施
設
に
も
物
質
的
、金
銭
的

な
応
援
を
行
って
い
ま
す
。

準
を
満
た
す
世
帯
に
つ
い
て

は
、国
民
健
康
保
険
税
の
減

免
を
行
って
い
ま
す
。

ひ
へ
い
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町民に身近なＰＣＲ検査センターを町民に身近なＰＣＲ検査センターを
箱田・町長／粕屋医師会や保健所と連携し体制確立

議員田川　正治 田
川

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
増

設
の
た
め
、国
に
10
兆
円
の

予
備
費
を
使
い
責
任
持
つ

こ
と
や
、県
に
対
し
て
財
政

支
援
を
求
め
、糟
屋
地
区
１

市
７
町
の
自
治
体
が
粕
屋

医
師
会
へ
の
財
政
支
援
を

行
い
、町
民
が
身
近
に
検
査

で
き
る
体
制
を
確
立
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
が
。

町
長

　
粕
屋
医
師
会
と
１
市
７
町

で
構
成
す
る
糟
屋
地
区
の
協

議
会
で
協
議
を
し
ま
し
て
、

５
月
12
日
か
ら
粕
屋
医
師
会

に
よ
り
検
査
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
、保
健
所
と
連
携
を

取
り
検
査
を
行
って
い
ま
す
。

　
か
か
り
つ
け
医
な
ど
医
療

機
関
で
高
熱
な
ど
の
診
察
を

受
け
た
と
き
に
、医
師
か
ら

検
査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

場
合
に
は
、医
療
機
関
か
ら

検
査
セ
ン
タ
ー
に
予
約
を
す

る
流
れ
に
な
って
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
さ
れ
る
被
検

査
者
や
対
象
に
な
る
方
の
検

査
料
は
、公
費
負
担
を
原
則

に
粕
屋
医
師
会
と
検
討
し
て

い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
申
請
減
免
の
実
施
を

国
民
健
康
保
険
税
の
申
請
減
免
の
実
施
を

渋
田・総
合
窓
口
課
長
／
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
減
免
は
行
っ
て
い
ま
す

田
川

　
町
独
自
で
国
民
健
康
保

険
の
申
請
減
免
条
例
を
制

定
し
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
休
業
な

ど
に
よ
る
所
得
減
少
に
対

し
て
保
険
税
の
減
免
を
実

施
す
べ
き
で
は
。

総
合
窓
口
課
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
、主
た

る
生
計
維
持
者
の
事
業
収

入
、不
動
産
収
入
、山
林
収

入
、ま
た
は
給
与
収
入
の
減

少
が
見
込
ま
れ
、一
定
の
基

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
影
響
の
施
設
へ
の
支
援
を

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
影
響
の
施
設
へ
の
支
援
を

町
長
／
保
健
所
へ
町
か
ら
１
名
派
遣
し
て
支
援
し
ま
す

田
川

　
病
院
や
介
護
施
設
、障
が

い
者
施
設
な
ど
、コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

経
営
的
危
機
に
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
に
対
す
る
補
償
の
要

望
と
町
の
支
援
対
策
に
つ

い
て
説
明
を
。

町
長

　
各
医
療
機
関
に
対
す
る

支
援
は
町
の
財
政
規
模
、町

の
力
と
し
て
で
き
る
分
を

行
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
れ
と
併
せ
、保
健
所
の

経
営
や
人
的
な
疲
弊
な
ど
、

物
質
的
に
非
常
に
困
っ
て
あ

る
の
で
、糟
屋
地
区
内
で
県

と
相
談
し
な
が
ら
保
健
所
の

町政を問う　一般質問

記事は会議録に基づき、議員個々の原稿を議員責任の基に掲載しております。
また、写真なども議員提出によるものを掲載しています。
詳細は会議録【ホームページ・議会事務局・粕屋フォーラム（図書館）に置く】をご参照ください。

　一般質問は定例会で行われ、粕屋町は会期の始めに行っています。議員は、町政全般
にわたって、町長など執行機関の考えを問いただします。
　質問の内容は事前に通告し、持ち時間60分の範囲で※1問1答で行います。
※質疑、答弁を理解するまで繰り返す方法

田川　正治 議員　　P13
①町民に身近なＰＣＲ検査センターを
②新型コロナ感染症影響の施設への支援を
③国民健康保険税の申請減免の実施を

八尋　源治 議員　　P14
①経済と未来の都市計画は
②町長の選挙公約の一つである市制は
③未着工の都市計画道路は

案浦　兼敏 議員　　P15
①保健所を持たない町のコロナ対応は
②ボタ山開発への３町長の考えは

井上　正宏 議員　　P16
①都市計画マスタープラン（案）は

中野　敏郎 議員　　P17
①流域治水は

太田　健策 議員　　P18
①新型コロナ感染症の対策は
②旧焼却場撤去は
③粕屋町町営住宅長寿命化計画は

安藤　和寿 議員　　P19
①コロナ禍による感染対策は

福永　善之 議員　　P20
①いつまで続く、随意契約
②第三者による調査機関の設置を

川口　晃 議員　　　P21
①小中学校での少人数学級教育は
②西小校区は大型の浸水避難場所が必要

木村　優子 議員　　P22
①医療的ケア児に対する援助を
②読書通帳導入の進捗状況は

山𦚰　秀隆 議員　　P23
①芸術文化振興、コロナ禍での支援は
②市制に向けた文化芸術の在り方は

久我　純治 議員　　P24
①新型コロナウイルス感染症対策は

末若　憲治 議員　　P25
①接触確認アプリの周知を
②企業誘致などピンチをチャンスに

小池　弘基 議員　　P26
①九州大学附属農場跡地の利活用は

本田　芳枝 議員　　P27
①町の歩道整備計画は
②学校施設のエレベーター設置は※一般質問の議員写真について

　コロナウイルス対策により、マスクをして質問しており
ましたので、顔が分かりにくいこともあり、後で撮影した
ものを掲載しております

掲載は質問順としています。

令和2年9月8日、9日、10日実施

※バラは粕屋町の町花です。

応
援
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と

で
人
選
も
含
め
て
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
粕
屋
町
か
ら
は
１
名
を

来
年
3
月
ま
で
交
代
制
も

し
く
は
部
分
的
に
支
援
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
者
施
設
や
介
護

施
設
に
も
物
質
的
、金
銭
的

な
応
援
を
行
って
い
ま
す
。

準
を
満
た
す
世
帯
に
つ
い
て

は
、国
民
健
康
保
険
税
の
減

免
を
行
って
い
ま
す
。

ひ
へ
い
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議員案浦　兼敏

案
浦

　
町
内
の
病
院
の
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
状
況
と
、町
と

し
て
の
対
応
は
。

中
小
原・住
民
福
祉
部
長

　
８
月
９
日
に
県
か
ら
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、翌
日
10
日
に

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報

し
、26
日
に
内
容
を
更
新
し

ま
し
た
。

町
長

　
医
療
の
最
前
線
で
、非
常

に
大
き
な
リ
ス
ク
を
抱
え
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
病
院
に
対
し
て
、町
か

ら
も
支
援
や
応
援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

案
浦

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
充

実
を
図
る
べ
き
と
の
町
民

の
声
が
あ
り
ま
す
が
。

町
長

　
粕
屋
医
師
会
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
セ
ン
タ
ー
の
検
査
能
力

は
、医
師
の
協
力
を
得
て
、

現
在
は
１
日
当
た
り
50
件

経済と未来の都市計画は経済と未来の都市計画は
山本・都市政策部長／都市機能の充実を図ります

議員八尋　源治八
尋

　
住
居
地
域
の
高
さ
制
限

が
あ
る
が
た
め
に
、町
民
に

対
し
所
得
の
上
限
を
規
制

し
、な
お
か
つ
、経
済
効
果

を
も
抑
制
し
て
い
ま
す
。

　
土
地
の
高
度
利
用
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、経
済

効
果
、さ
ら
に
人
口
増
に
も

繋
が
り
ま
す
。

　
都
市
計
画
は
、粕
屋
町

が
福
岡
市
の
東
副
都
心
に

な
る
た
め
に
、地
域
に
あ
っ

た
未
来
を
見
据
え
た
計
画

で
あ
る
べ
き
で
は
。

箱
田・町
長

　
福
岡
市
に
隣
接
し
東
副

都
心
の
位
置
に
あ
り
、福
岡

市
が
先
進
地
と
し
て
九
州

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
の
は
間

違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

都
市
政
策
部
長

　
中
心
市
街
地
で
は
、都
市

機
能
の
充
実
を
図
る
観
点

か
ら
、豊
か
な
賑
わ
い
の
拠

点
を
目
指
し
ま
す
。

　
経
済
効
果
が
期
待
で
き

る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
作
成
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長
の
選
挙
公
約
の
一
つ
で
あ
る
市
制
は

町
長
の
選
挙
公
約
の
一
つ
で
あ
る
市
制
は

町
長
／
２
０
２
３
年
以
降
に
示
し
た
い

八
尋

　
一
日
も
早
く
施
策
を
講

じ
る
こ
と
こ
そ
が
政
治
家

と
し
て
の
責
務
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
決
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
政
治
・
行
政
・
町
民
が
目

標
に
向
か
い
邁
進
す
る
し
、

町
の
未
来
は
粕
屋
町
す
べ

て
の
人
々
で
つ
く
り
上
げ

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す

が
。

町
長

　
市
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、

住
民
の
総
意
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
予
想
で
は
、２
０
２
５
年

の
国
勢
調
査
で
５
万
人
を

超
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
市
制
に
つ
い
て
は
、２
０

２
３
年
以
降
に
示
し
た
い
。

未
着
工
の
都
市
計
画
道
路
は

未
着
工
の
都
市
計
画
道
路
は

吉
武・副
町
長
／
経
済
効
果
等
優
先
度
な
ど
検
証
し
た
い

八
尋

　
計
画
道
路
が
線
引
き
さ

れ
50
年
経
過
し
、今
だ
未

着
工
の
路
線
が
多
数
存
在

し
て
い
ま
す
。

　
関
係
地
権
者
は
、先
が

見
え
な
い
苦
痛
を
強
い
ら

れ
、経
済
的
損
失
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
関
係
者
だ
け
に
未

来
の
町
の
発
展
の
た
め
、犠

牲
に
す
る
の
は
い
か
が
な

も
の
か
。副

町
長

　
国
や
県
に
対
し
協
力
を

お
願
い
し
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
現
在
、事
業
中
区
間
の
整

保
健
所
を
持
た
な
い
町
の
コ
ロ
ナ
対
応
は

保
健
所
を
持
た
な
い
町
の
コ
ロ
ナ
対
応
は

箱
田・町
長
／
町
内
に
あ
る
県
保
健
所
と
連
携
し
た
い

案
浦

　
こ
れ
ま
で
ボ
タ
山
開
発

の
た
め
、３
町
が
投
じ
た
費

用
と
ボ
タ
山
か
ら
得
ら
れ

た
収
益
は
。

山
本・都
市
政
策
部
長

　
３
町
が
過
去
10
年
で
ボ

タ
山
開
発
に
係
る
費
用
と

し
て
、平
成
25
年
度
の
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
誘
致

に
約
２
３
４
万
円
、平
成
26

年
度
の
ボ
タ
山
自
然
活
用

型
開
発
基
本
構
想
案
策
定

に
約
１
５
０
万
円
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　
収
入
と
し
て
は
、年
間
約

１
，０
１
４
万
円
の
貸
地
料

収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

案
浦

　
ボ
タ
山
購
入
費
１
億
円

に
相
当
す
る
金
額
を
３
町

の
基
金
で
積
み
立
て
て
お

り
、毎
年
１
千
万
円
余
り
の

貸
付
料
が
入
っ
て
い
る
。土

地
の
無
償
貸
付
や
無
償
譲

渡
も
含
め
て
、民
間
の
開
発

案
を
募
集
し
て
は
ど
う
で

す
か
。

町
長

　
よ
り
良
い
開
発
案
を
求

め
て
、い
ろ
ん
な
手
法
を
凝

ら
し
、進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

　 備
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
未
整
備
区
間
に
お
い
て

は
、町
の
発
展
や
経
済
効

果
、優
先
度
な
ど
検
証
し
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
で
増
え
ま
し
た
。今
回
の

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
対
し
、

病
院
、保
健
所
、こ
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
で
対
応
で

き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

案
浦

　
小・中
学
校
の
修
学
旅
行

と
コ
ロ
ナ
対
策
は
。

早
川・学
校
教
育
課
長

　
小・中
学
校
の
修
学
旅
行

に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、バ
ス
を
１
ク
ラ
ス
２
台

に
増
車
、ホ
テ
ル
で
の
部
屋

食
、入
浴
の
人
数
制
限
な
ど

の
対
策
を
講
じ
て
実
施
す

る
予
定
で
す
。

ボタ山開発への３町長の考えはボタ山開発への３町長の考えは
町長／民間活力による開発で一致しています

開発が進む酒殿駅南と進まないボタ山

自然と共生のまちづくり

ま
い
し
ん

応援のメッセージは
こちら
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議員案浦　兼敏

案
浦

　
町
内
の
病
院
の
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
状
況
と
、町
と

し
て
の
対
応
は
。

中
小
原・住
民
福
祉
部
長

　
８
月
９
日
に
県
か
ら
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、翌
日
10
日
に

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
広
報

し
、26
日
に
内
容
を
更
新
し

ま
し
た
。

町
長

　
医
療
の
最
前
線
で
、非
常

に
大
き
な
リ
ス
ク
を
抱
え
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
病
院
に
対
し
て
、町
か

ら
も
支
援
や
応
援
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

案
浦

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
充

実
を
図
る
べ
き
と
の
町
民

の
声
が
あ
り
ま
す
が
。

町
長

　
粕
屋
医
師
会
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
セ
ン
タ
ー
の
検
査
能
力

は
、医
師
の
協
力
を
得
て
、

現
在
は
１
日
当
た
り
50
件

経済と未来の都市計画は経済と未来の都市計画は
山本・都市政策部長／都市機能の充実を図ります

議員八尋　源治八
尋

　
住
居
地
域
の
高
さ
制
限

が
あ
る
が
た
め
に
、町
民
に

対
し
所
得
の
上
限
を
規
制

し
、な
お
か
つ
、経
済
効
果

を
も
抑
制
し
て
い
ま
す
。

　
土
地
の
高
度
利
用
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、経
済

効
果
、さ
ら
に
人
口
増
に
も

繋
が
り
ま
す
。

　
都
市
計
画
は
、粕
屋
町

が
福
岡
市
の
東
副
都
心
に

な
る
た
め
に
、地
域
に
あ
っ

た
未
来
を
見
据
え
た
計
画

で
あ
る
べ
き
で
は
。

箱
田・町
長

　
福
岡
市
に
隣
接
し
東
副

都
心
の
位
置
に
あ
り
、福
岡

市
が
先
進
地
と
し
て
九
州

を
リ
ー
ド
し
て
い
く
の
は
間

違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

都
市
政
策
部
長

　
中
心
市
街
地
で
は
、都
市

機
能
の
充
実
を
図
る
観
点

か
ら
、豊
か
な
賑
わ
い
の
拠

点
を
目
指
し
ま
す
。

　
経
済
効
果
が
期
待
で
き

る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
作
成
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長
の
選
挙
公
約
の
一
つ
で
あ
る
市
制
は

町
長
の
選
挙
公
約
の
一
つ
で
あ
る
市
制
は

町
長
／
２
０
２
３
年
以
降
に
示
し
た
い

八
尋

　
一
日
も
早
く
施
策
を
講

じ
る
こ
と
こ
そ
が
政
治
家

と
し
て
の
責
務
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　
決
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
政
治
・
行
政
・
町
民
が
目

標
に
向
か
い
邁
進
す
る
し
、

町
の
未
来
は
粕
屋
町
す
べ

て
の
人
々
で
つ
く
り
上
げ

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す

が
。

町
長

　
市
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、

住
民
の
総
意
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
予
想
で
は
、２
０
２
５
年

の
国
勢
調
査
で
５
万
人
を

超
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
市
制
に
つ
い
て
は
、２
０

２
３
年
以
降
に
示
し
た
い
。

未
着
工
の
都
市
計
画
道
路
は

未
着
工
の
都
市
計
画
道
路
は

吉
武・副
町
長
／
経
済
効
果
等
優
先
度
な
ど
検
証
し
た
い

八
尋

　
計
画
道
路
が
線
引
き
さ

れ
50
年
経
過
し
、今
だ
未

着
工
の
路
線
が
多
数
存
在

し
て
い
ま
す
。

　
関
係
地
権
者
は
、先
が

見
え
な
い
苦
痛
を
強
い
ら

れ
、経
済
的
損
失
は
計
り

知
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
関
係
者
だ
け
に
未

来
の
町
の
発
展
の
た
め
、犠

牲
に
す
る
の
は
い
か
が
な

も
の
か
。副

町
長

　
国
や
県
に
対
し
協
力
を

お
願
い
し
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
現
在
、事
業
中
区
間
の
整

保
健
所
を
持
た
な
い
町
の
コ
ロ
ナ
対
応
は

保
健
所
を
持
た
な
い
町
の
コ
ロ
ナ
対
応
は

箱
田・町
長
／
町
内
に
あ
る
県
保
健
所
と
連
携
し
た
い

案
浦

　
こ
れ
ま
で
ボ
タ
山
開
発

の
た
め
、３
町
が
投
じ
た
費

用
と
ボ
タ
山
か
ら
得
ら
れ

た
収
益
は
。

山
本・都
市
政
策
部
長

　
３
町
が
過
去
10
年
で
ボ

タ
山
開
発
に
係
る
費
用
と

し
て
、平
成
25
年
度
の
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の
誘
致

に
約
２
３
４
万
円
、平
成
26

年
度
の
ボ
タ
山
自
然
活
用

型
開
発
基
本
構
想
案
策
定

に
約
１
５
０
万
円
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　
収
入
と
し
て
は
、年
間
約

１
，０
１
４
万
円
の
貸
地
料

収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

案
浦

　
ボ
タ
山
購
入
費
１
億
円

に
相
当
す
る
金
額
を
３
町

の
基
金
で
積
み
立
て
て
お

り
、毎
年
１
千
万
円
余
り
の

貸
付
料
が
入
っ
て
い
る
。土

地
の
無
償
貸
付
や
無
償
譲

渡
も
含
め
て
、民
間
の
開
発

案
を
募
集
し
て
は
ど
う
で

す
か
。

町
長

　
よ
り
良
い
開
発
案
を
求

め
て
、い
ろ
ん
な
手
法
を
凝

ら
し
、進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。

　 備
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
未
整
備
区
間
に
お
い
て

は
、町
の
発
展
や
経
済
効

果
、優
先
度
な
ど
検
証
し
て

考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ま
で
増
え
ま
し
た
。今
回
の

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
に
対
し
、

病
院
、保
健
所
、こ
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
で
対
応
で

き
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

案
浦

　
小・中
学
校
の
修
学
旅
行

と
コ
ロ
ナ
対
策
は
。

早
川・学
校
教
育
課
長

　
小・中
学
校
の
修
学
旅
行

に
つ
い
て
は
、コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、バ
ス
を
１
ク
ラ
ス
２
台

に
増
車
、ホ
テ
ル
で
の
部
屋

食
、入
浴
の
人
数
制
限
な
ど

の
対
策
を
講
じ
て
実
施
す

る
予
定
で
す
。

ボタ山開発への３町長の考えはボタ山開発への３町長の考えは
町長／民間活力による開発で一致しています

開発が進む酒殿駅南と進まないボタ山

自然と共生のまちづくり

ま
い
し
ん

応援のメッセージは
こちら
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箱田・町長／都市部では地下ダムを視野に

議員中野　敏郎 中
野

　
今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た

６
月
防
災
月
間
の
総
括

は
。

町
長

　
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
不
十
分

な
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。様
々
な
企
画
を

練
って
い
ま
し
た
。こ
れ
は
来

年
に
残
し
て
お
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。中

野

　
来
年
に
残
す
と
い
う
の

は
気
に
な
り
ま
す
が
、昨
日

の
台
風
10
号
に
お
け
る
自

主
避
難
所
対
応
を
ド
ー
ム

に
見
に
行
き
ま
し
た
。
ま

さ
に
こ
れ
が
箱
田
町
政
だ

な
と
い
う
思
い
を
持
ち
ま

し
た
。そ
う
い
う
ア
ピ
ー
ル

は
本
当
に
必
要
だ
な
と
。

次
か
ら
次
へ
と
手
を
打
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
で
は
、「
令
和
２
年
７
月

豪
雨
」
か
ら
学
ん
だ
こ
と

は
。

町
長

　
や
は
り
、映
像
と
し
て
目

に
し
た
も
の
は
非
常
に
忘
れ

な
い
。心
に
留
ま
る
、留
め
る

べ
き
も
の
だ
っ
た
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

中
野

　
私
は
今
回
新
聞
に
あ
っ

た「
流
域
治
水
」と
い
う
言

葉
に
す
ご
く
ひ
っ
か
か
り

ま
し
た
。広
域
と
い
う
考

え
も
あ
り
ま
す
が
、流
域

で
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

山
野・総
務
部
長

　
具
体
的
な
協
定
等
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、福
岡
県
を

中
心
と
し
た
大
規
模
氾
濫

協
議
会
と
い
う
も
の
は
ご
ざ

い
ま
す
。

中
野

　『
脱
ダ
ム
の
ゆ
く
え
』と

い
う
川
辺
川
ダ
ム
の
本
を

読
ん
で
い
ま
し
た
ら
、佐
賀

平
野
の
牛
津
川
に
牟
田
辺

遊
水
地
と
い
う
先
進
地
が

あ
り
ま
す
。小
城
に
は
遊

水
地
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
粕
屋
で
も
３
つ
の
川
が

集
ま
る
と
こ
ろ
を
ス
ポ
ー

ツ
公
園
に
し
て
、低
く
し
て

水
を
溜
め
る
、そ
の
よ
う
な

遊
び
が
必
要
な
の
で
す
よ

ね
。

町
長

　
広
域
的
な
対
応
で
様
々

な
課
題
が
生
じ
て
い
く
と
思

い
ま
す
が
、先
人
の
知
恵
で

あ
る
水
を
溜
め
る
と
い
う
発

想
は
第
一
だ
と
思
い
ま
す
。

　
都
市
部
で
は
、当
町
も
し

て
い
ま
す
地
下
ダ
ム
で
す

ね
。こ
の
よ
う
な
こ
と
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
今
後
の
治

水
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

議員井上　正宏

井
上

　
今
か
ら
お
お
む
ね
、20
年

後
の
粕
屋
町
の
人
口
規
模

及
び
土
地
利
用
計
画
の
中

で
、今
の
市
街
化
区
域
を
拡

大
さ
れ
ま
す
か
。

町
長

　
将
来
人
口
推
計
は
５
万

８
千
人
、今
の
市
街
化
区
域

の
拡
大
は
、都
市
機
能
が

整
っ
た
便
利
な
と
こ
ろ
に
人

口
集
約
す
る
こ
と
が
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
と
い
う

こ
と
で
大
事
な
視
点
だ
と

思
い
ま
す
。井

上

　
福
岡
空
港
か
ら
Ｊ
Ｒ
長

者
原
駅
ま
で
の
地
下
鉄
延

伸
計
画
や
県
道
６
０
７
号

の
千
代
〜
粕
屋
線
の
都
市

計
画
道
路
の
見
直
し
は
。

山
本・都
市
政
策
部
長

　
福
岡
空
港
か
ら
Ｊ
Ｒ
長

者
原
駅
ま
で
の
地
下
鉄
延

伸
計
画
の
位
置
づ
け
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
都
市
計
画
道
路
は
、町
の

将
来
に
対
し
て
貢
献
度
が

高
く
望
ま
れ
る
道
路
網
と

し
て
の
位
置
づ
け
を
し
て
い

ま
す
。

井
上

　
暮
ら
し
た
く
な
る
ま

ち
、住
み
た
い
ま
ち
、選
ば

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
る

た
め
に
、ど
の
よ
う
な
ア
ク

シ
ョ
ン
を
考
え
て
い
ま
す

か
。

町
長

　
上
位
計
画
で
あ
る
総
合

計
画
の
中
で
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

様
々
な
ま
ち
づ
く
り
団
体
の

方
々
か
ら
の
ご
意
見
を
伺

い
、今
素
案
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。井

上

　
福
岡
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
土

地
利
用
計
画
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

都
市
政
策
部
長

　
福
岡
イ
ン
タ
ー
は
、交
通

の
要
衝
と
し
て
産
業
活
動

を
支
え
る
重
要
な
都
市
機

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
福
岡
イ
ン
タ
ー
周
辺
並

び
に
国
道
２
０
１
号
線
沿

線
な
ど
に
集
約
し
て
土
地

利
用
の
方
針
を
進
め
、工

業
、流
通
業
務
地
域
と
い
っ

た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

井
上

　
古
賀
イ
ン
タ
ー
周
辺
、

太
宰
府
イ
ン
タ
ー
周
辺
は

土
地
利
用
計
画
の
中
で
税

収
を
あ
げ
る
た
め
に
企
業

を
呼
び
込
む
整
備
が
整
い

つ
つ
あ
る
現
状
で
す
が
。

町
長

　
福
岡
イ
ン
タ
ー
周
辺
は
、

企
業
の
方
々
の
話
を
聞
く

と
、福
岡
県
内
で
も
流
通
的

に
有
利
な
と
こ
ろ
で
、当

然
、物
流
拠
点
と
し
て
の
誘

致
の
働
き
か
け
も
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

●
本
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
業
者
委
託
に
よ
る
広
報

紙
等
配
布
事
業
は

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
は

その他の質問

●
コロ
ナ
禍
に
お
け
る
児
童・生
徒
の
授

業
の
遅
れ
、行
事
の
見
直
し
、感
染

症
対
策
及
び
学
童
保
育
は

その他の質問

佐賀平野にある牛津川牟田辺遊水地

流域治水は流域治水は

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）は

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）は

箱
田・町
長
／
ま
ち
づ
く
り
の
整
備·

開
発
を
計
画
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不
十
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し
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ま
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は
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た
い
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で
は
、「
令
和
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年
７
月

豪
雨
」
か
ら
学
ん
だ
こ
と

は
。
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長

　
や
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、映
像
と
し
て
目

に
し
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も
の
は
非
常
に
忘
れ

な
い
。心
に
留
ま
る
、留
め
る

べ
き
も
の
だ
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と
思

い
ま
す
。

中
野

　
私
は
今
回
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聞
に
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た「
流
域
治
水
」と
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う
言

葉
に
す
ご
く
ひ
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か
か
り
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し
た
。広
域
と
い
う
考

え
も
あ
り
ま
す
が
、流
域

で
対
応
さ
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て
い
ま
す
か
。
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野・総
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部
長

　
具
体
的
な
協
定
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は
ご
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ま
せ
ん
が
、福
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県
を

中
心
と
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大
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模
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濫
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会
と
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う
も
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は
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。
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』と

い
う
川
辺
川
ダ
ム
の
本
を

読
ん
で
い
ま
し
た
ら
、佐
賀

平
野
の
牛
津
川
に
牟
田
辺

遊
水
地
と
い
う
先
進
地
が

あ
り
ま
す
。小
城
に
は
遊

水
地
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
粕
屋
で
も
３
つ
の
川
が

集
ま
る
と
こ
ろ
を
ス
ポ
ー

ツ
公
園
に
し
て
、低
く
し
て

水
を
溜
め
る
、そ
の
よ
う
な

遊
び
が
必
要
な
の
で
す
よ

ね
。

町
長

　
広
域
的
な
対
応
で
様
々

な
課
題
が
生
じ
て
い
く
と
思

い
ま
す
が
、先
人
の
知
恵
で

あ
る
水
を
溜
め
る
と
い
う
発

想
は
第
一
だ
と
思
い
ま
す
。

　
都
市
部
で
は
、当
町
も
し

て
い
ま
す
地
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な
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が
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今
後
の
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水
対
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行
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ま
い
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ま

す
。

議員井上　正宏

井
上

　
今
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ね
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の
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の
人
口
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模

及
び
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地
利
用
計
画
の
中

で
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の
市
街
化
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を
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れ
ま
す
か
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町
長

　
将
来
人
口
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は
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万
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千
人
、今
の
市
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化
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の
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は
、都
市
機
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利
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と
こ
ろ
に
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と
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ま
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と
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と
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事
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ま
す
。井

上

　
福
岡
空
港
か
ら
Ｊ
Ｒ
長

者
原
駅
ま
で
の
地
下
鉄
延

伸
計
画
や
県
道
６
０
７
号

の
千
代
〜
粕
屋
線
の
都
市

計
画
道
路
の
見
直
し
は
。

山
本・都
市
政
策
部
長

　
福
岡
空
港
か
ら
Ｊ
Ｒ
長

者
原
駅
ま
で
の
地
下
鉄
延

伸
計
画
の
位
置
づ
け
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
都
市
計
画
道
路
は
、町
の

将
来
に
対
し
て
貢
献
度
が

高
く
望
ま
れ
る
道
路
網
と

し
て
の
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に
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都
市
政
策
部
長

　
福
岡
イ
ン
タ
ー
は
、交
通

の
要
衝
と
し
て
産
業
活
動

を
支
え
る
重
要
な
都
市
機

能
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
福
岡
イ
ン
タ
ー
周
辺
並

び
に
国
道
２
０
１
号
線
沿

線
な
ど
に
集
約
し
て
土
地

利
用
の
方
針
を
進
め
、工

業
、流
通
業
務
地
域
と
い
っ

た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

井
上

　
古
賀
イ
ン
タ
ー
周
辺
、

太
宰
府
イ
ン
タ
ー
周
辺
は

土
地
利
用
計
画
の
中
で
税

収
を
あ
げ
る
た
め
に
企
業

を
呼
び
込
む
整
備
が
整
い

つ
つ
あ
る
現
状
で
す
が
。

町
長

　
福
岡
イ
ン
タ
ー
周
辺
は
、

企
業
の
方
々
の
話
を
聞
く

と
、福
岡
県
内
で
も
流
通
的

に
有
利
な
と
こ
ろ
で
、当

然
、物
流
拠
点
と
し
て
の
誘

致
の
働
き
か
け
も
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

●
本
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
業
者
委
託
に
よ
る
広
報

紙
等
配
布
事
業
は

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
は

その他の質問

●
コロ
ナ
禍
に
お
け
る
児
童・生
徒
の
授

業
の
遅
れ
、行
事
の
見
直
し
、感
染

症
対
策
及
び
学
童
保
育
は

その他の質問

佐賀平野にある牛津川牟田辺遊水地

流域治水は流域治水は

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）は

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）は

箱
田・町
長
／
ま
ち
づ
く
り
の
整
備·

開
発
を
計
画
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議員安藤　和寿 議員太田　健策

新型コロナ感染症対策は新型コロナ感染症対策は
箱田・町長／コロナと共存し社会活動を行います

太
田

　町
の
対
策
と
し
て
、今
後

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

　
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
る

ま
で
、コロ
ナ
と
共
存
し
な
が

ら
、社
会
経
済
活
動
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

太
田

　前
に
商
工
会
長
を
や
っ

て
い
た
た
め
、飲
食
店
・
ス

ナ
ッ
ク
・
カ
ラ
オ
ケ
店
な
ど

の
情
報
を
収
集
し
て
い
ま

す
が
、町
の
情
報
収
集
は
。

町
長

　
商
工
会
と
の
協
議
は
常

に
し
て
お
り
、所
管
係
同
士

の
話
し
合
い
や
商
工
会
の
幹

部
と
会
って
情
報
収
集
し
て

お
り
ま
す
。太

田

　町
民
や
商
工
業
者
を
新

型
コ
ロ
ナ
か
ら
守
る
方
法

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

町
長

　
９
月
議
会
に
様
々
な
支
援

策
も
考
え
て
お
り
、県
議
会

の
動
向
を
確
認
し
な
が
ら
、

連
携
を
取
って
い
き
ま
す
。

旧
焼
却
場
撤
去
は

旧
焼
却
場
撤
去
は

山
本・都
市
政
策
部
長
／
解
体
に
伴
う

事
前
調
査
を
し
て
い
ま
す

太
田

　旧
焼
却
場
の
撤
去
に
つ

い
て
詳
し
い
計
画
が
あ
り

ま
し
た
ら
報
告
を
。

都
市
政
策
部
長

　
１2
月
の
議
会
に
工
事
請

負
契
約
締
結
の
議
決
を
上

程
し
、令
和
４
年
12
月
の
完

了
を
目
標
に
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

太
田

　焼
却
場
を
建
設
さ
れ
た

時
の
各
区
と
の
協
定
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

都
市
政
策
部
長

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
が

昭
和
52
年
に
な
っ
て
い
ま

す
。当
時
大
隈
区
、朝
日

区
、長
者
原
区
、甲
仲
原
区

と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、ほ

と
ん
ど
が
完
了
し
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

太
田

　稼
働
す
る
前
に
健
康
診

断
を
無
償
で
行
う
と
あ
り

ま
す
が
、私
も
当
時
住
ん

で
い
て
健
診
を
受
け
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

都
市
政
策
部
長

　
昭
和
54
年
の
７
月
に
実
施

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

太
田

　健
康
診
断
を
さ
れ
た
証
明

を
出
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、駕

与
丁
公
民
館
の
横
に
埋
め
ら

れ
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

廃
棄
物
を
撤
去
し
て
ほ
し
い
。

町
長

　
ま
ず
は
、長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
る
旧
焼
却
場
の
解
体
を
片

づ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、駕
与
丁
公
民
館
の
近
所

に
つ
い
て
は
、今
も
検
査
し
な
が

ら
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

粕
屋
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
は

粕
屋
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
は

中
小
原・住
民
福
祉
部
長
／
計
画
的
な
修
繕
に
努
め
長
期
的
活
用
を
行
い
ま
す

太
田

　平
成
25
年
に
作
成
さ
れ

た
、今
回
の
町
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
書
の
内
容
は
同

じ
で
す
か
。

住
民
福
祉
部
長

　
同
じ
で
す
。

太
田

　朝
日
区
第
一
団
地
は
年

限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。住

民
説
明
会
を
。

住
民
福
祉
部
長

　
早
め
に
住
民
説
明
会
を

開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

年限が過ぎた朝日第一団地

安
藤

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
と
し

て
、こ
れ
ま
で
に
様
々
な
対

策
を
講
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

粕
屋
町
独
自
の
対
策
、今

後
の
さ
ら
な
る
対
策
を
伺

い
ま
す
。

町
長

　
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、基

本
的
な
方
針
に
沿
っ
た
形
の

施
策
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
、広
が
る

原
因
、状
況
は
何
か
見
え
て

き
て
い
ま
す
。マ
ス
ク
、物
理

的
距
離
を
遵
守
し
な
い
と

こ
ろ
に
は
、ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
す
る
よ
う
で
す
。そ
う

い
っ
た
こ
と
を
基
本
に
住
民

の
方
々
に
示
し
な
が
ら
、商

工
業
な
ど
様
々
な
方
々
へ
の

支
援
を
検
討
し
ま
す
。

安
藤

　学
校
で
の
新
し
い
生
活

様
式
の
な
か
、小
・
中
学
校

に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の

感
染
対
策
に
一
番
に
欠
か

せ
な
い
も
の
は
何
で
す
か
。

早
川・学
校
教
育
課
長

　
感
染
経
路
を
絶
つ
た
め

に
、学
習
活
動
の
節
目
や
場

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
感
染
対
策
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
感
染
対
策
は

箱
田・町
長
／
緊
張
感
を
も
っ
て
対
策
に
あ
た
り
ま
す所

が
変
わ
っ
た
場
合
の
手
洗

い
が
重
要
で
す
。ま
た
感
染

リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
、早

寝
早
起
き
、朝
食
、適
切
な

運
動
な
ど
、基
本
的
な
生
活

習
慣
を
送
る
こ
と
で
、体
の

抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
も
重

要
で
す
。さ
ら
に
感
染
者
や

医
療
従
事
者
な
ど
を
差
別

し
な
い
た
め
の
知
識・態
度
を

育
て
、人
権
意
識
を
高
め
る

こ
と
も
必
要
と
思
い
ま
す
。

安
藤

　学
校
で
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
液
、マ
ス
ク
、フ
ェ
ー
ス

シ
ー
ル
ド
が
支
障
な
く
供

給
さ
れ
て
い
ま
す
か
。特

に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
は
、

ど
の
程
度
の
量
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

　
支
障
な
く
学
校
に
配
布

し
て
い
ま
す
。ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
液
の
量
は
、小
学
校
へ

は
月
に
20
ℓ
〜
40
ℓ
、中
学

校
へ
は
、30
ℓ
〜
50
ℓ
が
必

要
で
あ
り
、１
回
に
つ
き
40

ℓ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

西
村・教
育
長

　
感
染
拡
大
に
な
ら
な
い

よ
う
十
分
学
校
の
方
で
配

慮
し
、注
意
喚
起
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。一
番
学
校

で
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、

意
識
づ
け
と
新
生
活
様
式

に
関
わ
る
活
動
の
習
慣
化

と
い
う
こ
と
で
、校
長
に
指

導
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
は
、感
染
源
を

絶
つ
と
い
う
こ
と
で
手
洗
い

を
30
秒
以
上
や
る
こ
と
、人

と
話
す
時
は
マ
ス
ク
着
用
、

帰
っ
た
ら
う
が
い
を
す
る
こ

と
の
徹
底
な
ど
、行
動
の
習

慣
化
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

その他の質問
●
児
童・生
徒
の
登
下
校
、交
通
安
全
対
策
は
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議員安藤　和寿 議員太田　健策

新型コロナ感染症対策は新型コロナ感染症対策は
箱田・町長／コロナと共存し社会活動を行います

太
田

　町
の
対
策
と
し
て
、今
後

ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長

　
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
る

ま
で
、コロ
ナ
と
共
存
し
な
が

ら
、社
会
経
済
活
動
を
行
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

太
田

　前
に
商
工
会
長
を
や
っ

て
い
た
た
め
、飲
食
店
・
ス

ナ
ッ
ク
・
カ
ラ
オ
ケ
店
な
ど

の
情
報
を
収
集
し
て
い
ま

す
が
、町
の
情
報
収
集
は
。

町
長

　
商
工
会
と
の
協
議
は
常

に
し
て
お
り
、所
管
係
同
士

の
話
し
合
い
や
商
工
会
の
幹

部
と
会
って
情
報
収
集
し
て

お
り
ま
す
。太

田

　町
民
や
商
工
業
者
を
新

型
コ
ロ
ナ
か
ら
守
る
方
法

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

町
長

　
９
月
議
会
に
様
々
な
支
援

策
も
考
え
て
お
り
、県
議
会

の
動
向
を
確
認
し
な
が
ら
、

連
携
を
取
って
い
き
ま
す
。

旧
焼
却
場
撤
去
は

旧
焼
却
場
撤
去
は

山
本・都
市
政
策
部
長
／
解
体
に
伴
う

事
前
調
査
を
し
て
い
ま
す

太
田

　旧
焼
却
場
の
撤
去
に
つ

い
て
詳
し
い
計
画
が
あ
り

ま
し
た
ら
報
告
を
。

都
市
政
策
部
長

　
１2
月
の
議
会
に
工
事
請

負
契
約
締
結
の
議
決
を
上

程
し
、令
和
４
年
12
月
の
完

了
を
目
標
に
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

太
田

　焼
却
場
を
建
設
さ
れ
た

時
の
各
区
と
の
協
定
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

都
市
政
策
部
長

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
が

昭
和
52
年
に
な
っ
て
い
ま

す
。当
時
大
隈
区
、朝
日

区
、長
者
原
区
、甲
仲
原
区

と
協
定
を
結
ん
で
お
り
、ほ

と
ん
ど
が
完
了
し
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

太
田

　稼
働
す
る
前
に
健
康
診

断
を
無
償
で
行
う
と
あ
り

ま
す
が
、私
も
当
時
住
ん

で
い
て
健
診
を
受
け
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

都
市
政
策
部
長

　
昭
和
54
年
の
７
月
に
実
施

し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

太
田

　健
康
診
断
を
さ
れ
た
証
明

を
出
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、駕

与
丁
公
民
館
の
横
に
埋
め
ら

れ
て
い
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

廃
棄
物
を
撤
去
し
て
ほ
し
い
。

町
長

　
ま
ず
は
、長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
る
旧
焼
却
場
の
解
体
を
片

づ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、駕
与
丁
公
民
館
の
近
所

に
つ
い
て
は
、今
も
検
査
し
な
が

ら
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

粕
屋
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
は

粕
屋
町
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
は

中
小
原・住
民
福
祉
部
長
／
計
画
的
な
修
繕
に
努
め
長
期
的
活
用
を
行
い
ま
す

太
田

　平
成
25
年
に
作
成
さ
れ

た
、今
回
の
町
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
書
の
内
容
は
同

じ
で
す
か
。

住
民
福
祉
部
長

　
同
じ
で
す
。

太
田

　朝
日
区
第
一
団
地
は
年

限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。住

民
説
明
会
を
。

住
民
福
祉
部
長

　
早
め
に
住
民
説
明
会
を

開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

年限が過ぎた朝日第一団地

安
藤

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
と
し

て
、こ
れ
ま
で
に
様
々
な
対

策
を
講
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、

粕
屋
町
独
自
の
対
策
、今

後
の
さ
ら
な
る
対
策
を
伺

い
ま
す
。

町
長

　
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、基

本
的
な
方
針
に
沿
っ
た
形
の

施
策
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
感
染
が
、広
が
る

原
因
、状
況
は
何
か
見
え
て

き
て
い
ま
す
。マ
ス
ク
、物
理

的
距
離
を
遵
守
し
な
い
と

こ
ろ
に
は
、ク
ラ
ス
タ
ー
が

発
生
す
る
よ
う
で
す
。そ
う

い
っ
た
こ
と
を
基
本
に
住
民

の
方
々
に
示
し
な
が
ら
、商

工
業
な
ど
様
々
な
方
々
へ
の

支
援
を
検
討
し
ま
す
。

安
藤

　学
校
で
の
新
し
い
生
活

様
式
の
な
か
、小
・
中
学
校

に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の

感
染
対
策
に
一
番
に
欠
か

せ
な
い
も
の
は
何
で
す
か
。

早
川・学
校
教
育
課
長

　
感
染
経
路
を
絶
つ
た
め

に
、学
習
活
動
の
節
目
や
場

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
感
染
対
策
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
感
染
対
策
は

箱
田・町
長
／
緊
張
感
を
も
っ
て
対
策
に
あ
た
り
ま
す所

が
変
わ
っ
た
場
合
の
手
洗

い
が
重
要
で
す
。ま
た
感
染

リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
、早

寝
早
起
き
、朝
食
、適
切
な

運
動
な
ど
、基
本
的
な
生
活

習
慣
を
送
る
こ
と
で
、体
の

抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
も
重

要
で
す
。さ
ら
に
感
染
者
や

医
療
従
事
者
な
ど
を
差
別

し
な
い
た
め
の
知
識・態
度
を

育
て
、人
権
意
識
を
高
め
る

こ
と
も
必
要
と
思
い
ま
す
。

安
藤

　学
校
で
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
液
、マ
ス
ク
、フ
ェ
ー
ス

シ
ー
ル
ド
が
支
障
な
く
供

給
さ
れ
て
い
ま
す
か
。特

に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
は
、

ど
の
程
度
の
量
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
か
。

学
校
教
育
課
長

　
支
障
な
く
学
校
に
配
布

し
て
い
ま
す
。ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
液
の
量
は
、小
学
校
へ

は
月
に
20
ℓ
〜
40
ℓ
、中
学

校
へ
は
、30
ℓ
〜
50
ℓ
が
必

要
で
あ
り
、１
回
に
つ
き
40

ℓ
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

西
村・教
育
長

　
感
染
拡
大
に
な
ら
な
い

よ
う
十
分
学
校
の
方
で
配

慮
し
、注
意
喚
起
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。一
番
学
校

で
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、

意
識
づ
け
と
新
生
活
様
式

に
関
わ
る
活
動
の
習
慣
化

と
い
う
こ
と
で
、校
長
に
指

導
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
最
初
は
、感
染
源
を

絶
つ
と
い
う
こ
と
で
手
洗
い

を
30
秒
以
上
や
る
こ
と
、人

と
話
す
時
は
マ
ス
ク
着
用
、

帰
っ
た
ら
う
が
い
を
す
る
こ

と
の
徹
底
な
ど
、行
動
の
習

慣
化
を
指
導
し
て
い
ま
す
。

その他の質問
●
児
童・生
徒
の
登
下
校
、交
通
安
全
対
策
は
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議員川口　晃

川
口

　
文
部
科
学
省
の
今
後
の

初
等
中
等
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る

『
中
教
審
特
別
委
員
会
』は

「
新
時
代
の
教
室
環
境
に

応
じ
た
指
導
体
制
が
必
要

な
施
設
設
備
を
図
る
。今

年
度
中
に
文
科
省
に
答
申

す
る
予
定
」と
し
ま
し
た
。

『
教
育
再
生
実
行
委
員
会
』

は「
40
人
学
級
は
無
理
だ
」

と
学
級
編
成
の
見
直
し
に

踏
込
み
ま
し
た
。

　
福
岡
市
は
来
年
度
35
人

以
下
学
級
に
す
る
た
め
３

０
８
教
室
が
必
要
と
、特
別

教
室
の
改
修
や
プ
レ
ハ
ブ

校
舎
を
設
置
。４
億
９
千
万

円
の
予
算
を
９
月
議
会
に

上
程
し
て
い
ま
す
が
。

教
育
長

　
７
月
末
の
全
国
知
事
会

が
文
科
省
に「
少
人
数
の
実

議員福永　善之

福
永

　
役
場
の
女
性
職
員
が
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
被
害
に
遭
い
、

休
職
に
追
い
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委

員
会
の
中
に
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
加
害
者
が
含
ま
れ
る
場

合
、委
員
会
の
結
論
は
有
効

で
す
か
。

吉
武・副
町
長

　

そ
の
場
合
は
、メ
ン
バ
ー

か
ら
外
し
ま
す
の
で
、委
員

会
の
調
査
、審
議
の
有
効
性

に
つ
い
て
は
影
響
し
な
い
と

思
い
ま
す
。福

永

　
関
係
者
に
聞
き
取
り
を

し
た
委
員
会
の
担
当
者
が

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
加
害
者
だ
っ

た
場
合
、聞
き
取
り
内
容

の
信
ぴ
ょ
う
性
は
。

副
町
長

　

加
害
者
と
近
い
利
害
関

係
者
は
、メ
ン
バ
ー
か
ら
外

し
て
い
ま
す
の
で
、聞
き
と
り

調
査
の
信
ぴ
ょ
う
性
へ
の
影

響
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

福
永

　
副
町
長
・
総
務
部
長
・
総

務
課
長
は
、被
害
女
性
の
お

父
様
と
面
会
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
面
談
の
途
中
、副
町
長
が

総
務
課
長
の
退
席
を
促
し

た
よ
う
で
す
が
。

副
町
長

　
面
談
の
内
容
に
か
か
わ
る

の
で
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

福
永

　
第
三
者
に
よ
る
調
査
機

関
の
設
置
は
。

総
務
部
長

　

先
に
出
し
た
結
論
を
白

紙
撤
回
し
、再
審
議
す
る
よ

う
な
方
法
は
望
ま
し
く
な
い

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。

川
口

　
西
小
学
校
区
関
係
の
防

災
マ
ッ
プ
を
一
目
見
て
く
だ

さ
い
。須
恵
川
か
ら
西
側
は

全
て
が
ピ
ン
ク
で
す
。防
災

の
司
令
塔『
粕
屋
中
部
消

防
署
西
出
張
所
』は
濃
い
ピ

ン
ク
。い
ざ
と
言
う
時
は
機

能
不
全
。

　
最
大
浸
水
深
さ
は
濃
い

ピ
ン
ク
が
５
ｍ
、薄
い
ピ
ン

ク
が
３
ｍ
。避
難
場
所
が
必

要
で
す
。方
法
は
考
え
ら

れ
ま
す
。

①
柚
須
文
化
セ
ン
タ
ー
の

３・４
階
建
て
の
大
規
模

改
修

②
３・４
階
建
て
の
新
中
学

校
の
建
設

③
貝
田
の
消
防
出
張
所
の

移
転
と
大
規
模
化
。

箱
田
町
長
の
考
え
は
。

町
長

　

防
災
マ
ッ
プ
を
作
っ
た
時

に
唖
然
と
し
ま
し
た
。高
い

所
を
作
る
必
要
は
私
も
考

え
て
い
ま
す
。こ
れ
は
ま
さ

に
金
の
要
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

防
災
施
設
の
建
設
は
国

土
強
靭
化
関
係
で
非
常
に

国
も
手
厚
く
、今
考
え
て
い

ま
す
。こ
の
辺
は
国・県
と
も

協
議
し
な
が
ら
、高
所
避
難

所
に
つ
い
て
の
検
討
は
し
て

い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

小
中
学
校
で
の
少
人
数
学
級
教
育
は

小
中
学
校
で
の
少
人
数
学
級
教
育
は

西
村・教
育
長
／
教
育
界
は
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す

西小校区は大型の浸水避難場所が必要西小校区は大型の浸水避難場所が必要
町長／防災施設の建設は国・県と協議しながら

施
を
」と
要
望
。萩
生
田
文

科
大
臣
は「
今
年
は
無
理

だ
け
ど
、来
年
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
」と
は
っ
き
り

仰
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
界
は
変
わ
っ
て
く
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。私
も
学
級

の
支
援
員（
教
員
）の
と
こ

ろ
は
頑
張
って
い
き
ま
す
。

箱
田・町
長

　

教
育
施
設
の
充
実
は
常

に
念
頭
に
置
い
て
、今
後
の

検
討
課
題
に
し
ま
す
。

赤旗新聞から（2020.7.23付）

粕屋西小学校エリア 防災マップ

副町長

教育長

総務部長

総務課長

町長が委託する職員以外の者(弁護士)

職員団体が推薦する職員(男女各1人)

コンプライアンス委員会委員（7名）

ゴミ収集車

山本・都市政策部長／約５０年間、委託しています

福
永

　
随
契
は
競
争
原
理
が
作

用
せ
ず
、行
政
コ
ス
ト
の
観

点
か
ら
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
入
札
に
応
じ
た
の
は
、現

在
の
２
社
の
み
で
す
か
。

都
市
政
策
部
長

　

入
札
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
　

現
在
の
２
業
者
は
一
般

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
の

許
可
を
持
っ
て
お
り
、許
可

業
者
と
い
う
こ
と
で
選
定
も

行
って
い
ま
す
の
で
、公
募
な

ど
は
行
って
い
ま
せ
ん
。

福
永

　

新
規
業
者
の
参
入
が
不

可
能
で
す
が
。

都
市
政
策
部
長

　
現
在
の
２
社
と
は
、昭
和

45
年
か
ら
約
50
年
間
、委
託

し
て
い
ま
す
。

　

委
託
方
法
に
関
す
る
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、す
ぐ
に
結
論
は
出
ま
せ

ん
。

福
永

　

特
定
の
業
者
を
選
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

は
何
で
す
か
。

都
市
政
策
部
長

　

２
社
は
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
の
許
可
が
あ
り
、

選
定
し
て
い
ま
す
。

山
野・総
務
部
長
／
白
紙
撤
回・再
審
議
は
望
ま
し
く
な
い

いつまで続く、随意契約いつまで続く、随意契約

第
三
者
に
よ
る
調
査
機
関
の
設
置
を

第
三
者
に
よ
る
調
査
機
関
の
設
置
を

あ
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点
か
ら
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
入
札
に
応
じ
た
の
は
、現

在
の
２
社
の
み
で
す
か
。

都
市
政
策
部
長

　

入
札
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
　

現
在
の
２
業
者
は
一
般

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
務
の

許
可
を
持
っ
て
お
り
、許
可

業
者
と
い
う
こ
と
で
選
定
も

行
って
い
ま
す
の
で
、公
募
な

ど
は
行
って
い
ま
せ
ん
。

福
永

　

新
規
業
者
の
参
入
が
不

可
能
で
す
が
。

都
市
政
策
部
長

　
現
在
の
２
社
と
は
、昭
和

45
年
か
ら
約
50
年
間
、委
託

し
て
い
ま
す
。

　

委
託
方
法
に
関
す
る
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、す
ぐ
に
結
論
は
出
ま
せ

ん
。

福
永

　

特
定
の
業
者
を
選
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

は
何
で
す
か
。

都
市
政
策
部
長

　

２
社
は
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
の
許
可
が
あ
り
、

選
定
し
て
い
ま
す
。

山
野・総
務
部
長
／
白
紙
撤
回・再
審
議
は
望
ま
し
く
な
い

いつまで続く、随意契約いつまで続く、随意契約

第
三
者
に
よ
る
調
査
機
関
の
設
置
を

第
三
者
に
よ
る
調
査
機
関
の
設
置
を

あ
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議員山𦚰　秀隆

箱田・町長／誠実に検討してまいります

議員木村　優子木
村

　
親
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
場
合
、町
と
し
て

医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る

支
援
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

石
川・介
護
福
祉
課
長

　
国
か
ら
通
知
が
出
さ
れ
て

お
り
、療
育
が
可
能
な
親
族

が
い
な
い
場
合
、障
が
い
児

入
所
施
設
な
ど
に
お
け
る
短

期
入
所
。児
童
相
談
所
に
よ

る
一
時
保
護
。ま
た
、医
療

機
関
の
受
け
入
れ
体
制
と

し
て
は
、福
岡
県
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
調
整
本
部
な
ど
と
連
携

を
行
い
、調
整
を
す
る
と

な
って
い
ま
す
。

木
村

　
教
育
現
場
で
の
受
け
入

れ
状
況
に
対
し
て
、保
育
の

現
場
で
は
ど
う
で
す
か
。

町
立
・
私
立
を
問
わ
ず
、確

実
に
園
で
過
ご
せ
る
よ
う

に
と
考
え
ま
す
が
。

神
近・子
ど
も
未
来
課
長

　
私
立
に
関
し
ま
し
て
は
、

大
体
ど
こ
の
園
で
も
１
名
看

護
師
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

確
実
に
保
育
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
体
制
を
今
後
は
と
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
村

　
小
・
中
学
校
に
学
校
看
護

師
を
配
置
し
て
い
る
大
阪

府
豊
中
市
。粕
屋
町
に
も
こ

の
よ
う
な
支
援
を
と
考
え

ま
す
が
。

町
長

　
令
和
２
年
度
の
当
初
予

算
に
計
上
を
考
え
ま
し
た

が
、実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。教
育
の
保
障
、学
校
教

育
の
充
実
、児
童
・
生
徒
の

自
立
を
支
え
る
こ
と
、保
護

者
の
負
担
軽
減
、学
校
の
看

護
師
配
置
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、今

後
大
き
な
検
討
課
題
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

木
村

　
学
童
で
も
預
か
り
が
で

き
な
い
現
状
が
町
に
は
あ
り

ま
す
。今
後
の
施
策
は
。

町
長

　
本
当
に
お
困
り
の
保
護
者

の
方
々
の
身
に
な
って
、誠
実
に

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
宅・社
会
教
育
課
長
／

費
用
積
算
を
行
っ
て
い
る
状
況
で
す

木
村

　
平
成
28
年
３
月
の
再
質

問
。コ
ロ
ナ
渦
で
利
用
者
も

減
り
、対
策
が
必
要
と
思
い

ま
す
。地
元
企
業
と
も
一
緒

に
な
っ
て
、図
書
館
も
盛
り

上
げ
た
い
と
考
え
て
、読
書

通
帳
の
導
入
の
進
捗
状
況

を
お
聞
き
し
ま
す
。

社
会
教
育
課
長

　
昨
年
５
月
に
視
察
研
修
を

行
い
ま
し
た
。導
入
す
る
に

あ
た
っ
て
の
費
用
積
算
を

行
って
い
る
状
況
で
す
。　
　

　
　
　

医療的ケア児に対する援助を医療的ケア児に対する援助を

読
書
通
帳
導
入
の
進
捗
状
況
は

読
書
通
帳
導
入
の
進
捗
状
況
は

山
𦚰

　
市
制
に
向
け
た
文
化
芸

術
推
進
の
在
り
方
を
聞
き

ま
す
。

町
長

　
市
制
を
見
据
え
た
、社
会

基
盤
づ
く
り
の
一
つ
と
考
え

ま
す
。ソ
フ
ト
面
の
成
熟
度

は
、市
に
な
る
た
め
の
必
要
条

件
だ
と
認
識
し
ま
す
。

　
地
域
経
済
に
も
大
き
く
影

響
し
、非
常
に
有
益
な
こ
と

と
考
え
ま
す
。文
化
芸
術
推

進
基
本
計
画
が
下
支
え
に
な

り
ま
す
。

医療的ケアとは
たん吸引や管を使った
栄養注入など、日常的
な暮らしを維持するの
に必要な医療行為

かすやまち さくら合唱団 読書通帳機

箱
田・町
長
／
文
化
施
設
、各
種
団
体
と
協
議
し
ま
す

芸
術
文
化
振
興
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
支
援
は

芸
術
文
化
振
興
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
支
援
は

山
𦚰

　
本
年
３
月
に
、芸
術
文
化

推
進
基
本
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
基

本
計
画
の
目
標
達
成
が
厳

し
い
状
況
で
す
が
。

町
長

　
今
は
、非
常
に
活
動
が
制

限
さ
れ
て
お
り
、活
動
計
画

が
立
て
ら
れ
な
い
状
態
で

す
。支
援
は
、必
要
だ
と

思
って
い
ま
す
。

新
宅・社
会
教
育
課
長

　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
の
空

調
機
の
使
用
料
は
、行
政
側

で
当
分
の
間
、負
担
し
ま
す
。

　
部
屋
利
用
に
際
し
、消
毒

機
材
の
配
布
を
文
化
協
会

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、自
主
事
業
は
、開

催
で
き
て
い
ま
せ
ん
。文
化

芸
術
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

題
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

①
サ
ー
ク
ル
団
体
指
導
者

を
集
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
開
催
し
、自
主
事
業

の
企
画
立
案
を
実
施
し

ま
す
。

②
ウ
ェ
ブ
配
信
に
よ
る
サ
ー

ク
ル
活
動
紹
介
を
創
設

し
ま
す
。

③
活
動
自
粛
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
児
童
生
徒
な
ど
、

学
校
を
含
む
成
果
発
表

の
場
を
よ
り
多
く
開
催

し
ま
す
。

山
𦚰

　
自
主
事
業
の
融
通
性
を

持
た
せ
る
た
め
に
、現
場
が

公
平
公
正
に
判
断
で
き
る

よ
う
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
て
は
。

社
会
教
育
課
長

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
実
施
要

項
を
作
成
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
各
種
団
体
の
意
見
を
い

た
だ
い
て
皆
さ
ん
が
参
加
で

き
る
よ
う
に
開
催
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

山
𦚰

　
ネ
ッ
ト
配
信
の
需
要
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。施
設
整

備
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

社
会
教
育
課
長

　
各
部
屋
に
ネ
ッ
ト
環
境

を
こ
し
ら
え
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。試
算
を
依
頼
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市制に向けた文化芸術の在り方は市制に向けた文化芸術の在り方は
町長／文化芸術推進基本計画を基に
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。
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福
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長
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場
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児

入
所
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な
ど
に
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短
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に
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保
護
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た
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部
な
ど
と
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を
行
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と
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す
。
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受
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入

れ
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に
対
し
て
、保
育
の

現
場
で
は
ど
う
で
す
か
。
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立
・
私
立
を
問
わ
ず
、確

実
に
園
で
過
ご
せ
る
よ
う

に
と
考
え
ま
す
が
。

神
近・子
ど
も
未
来
課
長

　
私
立
に
関
し
ま
し
て
は
、

大
体
ど
こ
の
園
で
も
１
名
看

護
師
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

確
実
に
保
育
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
な
体
制
を
今
後
は
と
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
村

　
小
・
中
学
校
に
学
校
看
護

師
を
配
置
し
て
い
る
大
阪

府
豊
中
市
。粕
屋
町
に
も
こ

の
よ
う
な
支
援
を
と
考
え

ま
す
が
。
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長

　
令
和
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年
度
の
当
初
予

算
に
計
上
を
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え
ま
し
た

が
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現
で
き
ま
せ
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で
し

た
。教
育
の
保
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・
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の
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を
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こ
と
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担
軽
減
、学
校
の
看
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配
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の
で
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後
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現
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費
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の
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思
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に
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行
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に
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進
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方
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の
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面
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成
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度
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必
要
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経
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に
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に
有
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と
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進
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計
画
が
下
支
え
に
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り
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す
。
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たん吸引や管を使った
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な暮らしを維持するの
に必要な医療行為
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長
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す
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で
の
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は
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禍
で
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は
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本
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３
月
に
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術
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進
基
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計
画
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ま
し
た
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禍
で
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計
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の
目
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達
成
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状
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す
が
。

町
長

　
今
は
、非
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に
活
動
が
制

限
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て
お
り
、活
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計
画

が
立
て
ら
れ
な
い
状
態
で

す
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援
は
、必
要
だ
と

思
って
い
ま
す
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新
宅・社
会
教
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課
長

　
サ
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レ
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ク
か
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や
の
空

調
機
の
使
用
料
は
、行
政
側

で
当
分
の
間
、負
担
し
ま
す
。

　
部
屋
利
用
に
際
し
、消
毒

機
材
の
配
布
を
文
化
協
会

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、自
主
事
業
は
、開

催
で
き
て
い
ま
せ
ん
。文
化

芸
術
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

題
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

①
サ
ー
ク
ル
団
体
指
導
者

を
集
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
を
開
催
し
、自
主
事
業

の
企
画
立
案
を
実
施
し

ま
す
。

②
ウ
ェ
ブ
配
信
に
よ
る
サ
ー

ク
ル
活
動
紹
介
を
創
設

し
ま
す
。

③
活
動
自
粛
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
児
童
生
徒
な
ど
、

学
校
を
含
む
成
果
発
表

の
場
を
よ
り
多
く
開
催

し
ま
す
。

山
𦚰

　
自
主
事
業
の
融
通
性
を

持
た
せ
る
た
め
に
、現
場
が

公
平
公
正
に
判
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で
き
る

よ
う
に
ガ
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ド
ラ
イ
ン
を

作
成
し
て
は
。

社
会
教
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課
長

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
実
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要

項
を
作
成
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
各
種
団
体
の
意
見
を
い

た
だ
い
て
皆
さ
ん
が
参
加
で

き
る
よ
う
に
開
催
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

山
𦚰

　
ネ
ッ
ト
配
信
の
需
要
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ま
っ
て
い
ま
す
。施
設
整

備
を
考
え
て
い
ま
す
か
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社
会
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課
長
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部
屋
に
ネ
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ト
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境

を
こ
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え
た
い
と
考
え
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い
ま
す
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を
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頼
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す
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町長／文化芸術推進基本計画を基に
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議員末若　憲治

末
若

　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア

プ
リ
）に
つ
い
て
、ま
ず
、Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
と
は
、厚
生
労
働

省
の
作
成
し
た
も
の
で
、陽

性
者
と
接
触
し
た
可
能
性

に
つ
い
て
通
知
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、利
用
者
は
検

査
の
受
診
や
保
健
所
の
サ

ポ
ー
ト
が
早
く
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、利
用
者
が
増
加

す
る
こ
と
で
、感
染
拡
大
の

防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
町
民
に
活
用
を
う
な
が

し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
以
外

に
周
知
し
て
い
ま
す
か
。

古
賀・健
康
づ
く
り
課
長

　広
報
に
掲
載
し
ま
し
た
。

末
若

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
広
報

だ
け
で
は
、不
十
分
だ
と

考
え
ま
す
。ま
た
、こ
の
ア

プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す

る
こ
と
に
付
加
価
値
を
つ

議員久我　純治

末
若

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
つ
い

て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、リ

モ
ー
ト
な
ど
働
き
方
が
変

わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
、東
京
一
極
集
中
か

ら
ま
す
ま
す
地
方
へ
の
分

散
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、大
阪
と
福
岡
に
国

際
金
融
セ
ン
タ
ー
の
誘
致

を
目
指
す
と
い
う
政
府
の

方
針
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
コ
ロ
ナ
の
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
た
め
、

元
気
を
失
っ
た
町
・
町
民
の

た
め
に
も
、今
政
治
が
夢
を

語
り
、希
望
の
灯
と
な
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。今
後
の
町

の
取
組
み
は
。

町
長

　都
市
計
画
課
内
に
チ
ー

ム
を
作
って
い
ま
す
。

　今
後
、様
々
な
情
報
を
仕

入
れ
、集
中
的
に
県・国・民

間
機
関
と
も
協
議
し
、実
現

化
に
図
っ
て
い
き
ま
す
。当

然
、私
も
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

を
行
い
、動
い
て
い
き
ま
す
。

接
触
確
認
ア
プ
リ
の
周
知
を

接
触
確
認
ア
プ
リ
の
周
知
を

箱
田・町
長
／
積
極
的
な
啓
発
を
行
い
ま
す

企業誘致などピンチをチャンスに企業誘致などピンチをチャンスに
町長／トップセールスを行います

け
て
い
く
こ
と
も
良
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
の
助
成
、肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
拡
充
な
ど
、利
用

者
が
増
加
す
る
こ
と
が
よ

り
効
果
を
も
た
ら
す
の

で
、積
極
的
に
取
組
ん
で

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

町
長

　こ
れ
は
、自
己
防
衛
だ
と

思
い
ま
す
。こ
の
発
想
を
住

民
の
方
に
も
も
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。そ
う
い
う
観
点
か

ら
積
極
的
に
啓
発
を
行
い

ま
す
。

ぜひインストールしましょう

再開したサンレイク

●
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
は

●
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
は

その他の質問

箱田・町長／医師会と調整しながら支援します

久
我

　
一
市
七
町
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査

機
器
が
、１
台
も
な
く
数
万

人
に
と
っ
て
不
安
で
す
。エ

ク
モ
と
い
う
機
器
は
１
億

円
す
る
そ
う
で
す
。

　
行
政
は
、住
民
の
命
を
守

る
義
務
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。１
本
の
矢
で
な
く
８
本

の
矢
で
市
・
町
そ
れ
ぞ
れ
に

１
億
円
位
の
支
援
金
を
出

す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
だ
け
で
な

く
、こ
れ
か
ら
先
何
が
起
こ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
。

町
長

　現
在
粕
屋
医
師
会
の
先

生
方
が
一
生
懸
命
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
ま

す
が
、検
査
設
備
、施
設
も

限
ら
れ
て
い
ま
す
。金
銭
的

な
支
援
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、総
合
的
に
医
師
会
と
調

整
し
な
が
ら
、支
援
す
る
こ

と
も
含
め
協
議
し
て
い
ま

す
。

久
我

　地
域
医
療
間
連
携
、地

域
医
療
崩
壊
防
止
の
対
策

と
し
て
、地
域
医
療
と
の

現
場
と
常
時
、話
し
合
う

こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す

が
。

古
賀・健
康
づ
く
り
課
長

　保
健
所
が
中
心
と
な
っ
て

定
期
的
に
、話
し
合
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

久
我

　妊
婦
に
対
し
て
、Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
費
用
の
助
成
は
で
き

な
い
の
で
す
か
。無
償
化
な

ら
い
い
の
で
す
が
。

町
長

　国
の
方
針
で
県
が
そ
れ
を

受
け
て
準
備
を
し
て
い
ま

す
。現
在
、県
の
医
師
会
と

協
議
中
で
、実
施
に
向
け
て

調
整
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

久
我

　新
聞
・テ
レ
ビ
で
は
都
道

府
県
・
市
・
郡
ま
で
は
言
い

ま
す
が
、粕
屋
町
の
感
染

状
況
は
。足
元
の
こ
と
が

一
番
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

町
長

　人
権
問
題・個
人
情
報
の

保
護
の
観
点
か
ら
、県
か
ら

も
こ
れ
以
上
の
発
表
は
な
い

で
す
。

久
我

　医
療
従
事
者
に
対
す

る
、誹
謗
中
傷
対
策
は
ど

う
す
る
の
で
す
か
。相
手

の
顔
を
見
ず
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
誹

謗
中
傷
す
る
こ
と
が
多
い

で
す
。町
と
し
て
は
ど
ん

な
考
え
で
す
か
。

町
長

　人
権
問
題・個
人
情
報
の

観
点
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、チ
ラ
シ・ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
再
三
啓
発
を

行
って
い
ま
す
。
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議員本田　芳枝

箱田・町長／利活用計画を考えてまいります

議員小池　弘基小
池

　
阿
恵
官
衙
遺
跡
の
保
存

方
法
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

新
宅・社
会
教
育
課
長

　
本
年
度
と
来
年
度
の
２

か
年
で
阿
恵
官
衙
遺
跡
保

存
活
用
計
画
の
策
定
を
い

た
し
ま
す
。

　
順
調
に
い
き
ま
す
と
、令

和
４
年
度
か
ら
は
、史
跡
整

備
計
画
お
よ
び
基
本
設
計
へ

と
歩
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。小

池

　
農
場
跡
地
に
西
小
学
校

を
移
す
考
え
や
、小
中
一
貫

校
の
建
設
に
つ
い
て
教
育
長

に
尋
ね
ま
す
。

西
村・教
育
長

　
現
在
の
と
こ
ろ
西
小
学

校
を
、九
大
跡
地
の
ほ
う
に

移
す
と
い
う
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。小

池

　
来
年
の
１
月
と
２
月
で

農
学
部
が
西
区
元
岡
に

引
っ
越
し
さ
れ
、３
月
に

は
、土
地
が
残
る
わ
け
で

す
。

　
町
と
し
て
国
に
対
し

て
、子
ど
も
た
ち
も
増
え

る
し
、特
別
支
援
学
級
も

増
え
、普
通
教
室
が
足
り

な
く
な
り
、増
築
す
る
に

も
土
地
も
な
い
。

　
新
し
く
こ
の
際
、小
学

校
、中
学
校
、特
に
小
中
一

貫
校
を
建
設
し
、跡
地
を

民
間
に
売
却
す
る
と
、か
な

り
の
利
益
が
出
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、町
長
の

考
え
は
い
か
が
で
す
か
。

町
長

　
売
却
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、選
択
肢
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
が
、積
極
的
に
進
め
る

た
め
に
、総
合
的
な
観
点
か

ら
、研
究
し
、結
果
を
出
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

小
池

　
粕
屋
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
あ
り
ま
す

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

構
想
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

田
代・都
市
計
画
課
長

　
駕
与
丁
公
園
、そ
し
て
、九

大
農
場
、そ
し
て
丸
山
を
緑

の
拠
点
と
し
て
、構
想
を
形

成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
緑
の
拠
点
と
し
て
、都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

遺
跡
公
園
の
整
備
を
図
か
り

ま
す
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

町
長

　
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
構
想
の
中
で
、位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
九
大
農
場

跡
地
を
、粕
屋
町
の
西
の
ほ

う
の
グ
リ
ー
ン
地
帯
と
し
て

保
て
る
よ
う
に
、し
て
い
き

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

九州大学附属農場跡地の利活用は九州大学附属農場跡地の利活用は

危険な道路側溝ふたの劣化

100年続いた九州大学附属農場
粕屋中学校建設中の
エレベーター

本
田

　
粕
屋
町
で
は
道
路
事
情

が
と
て
も
悪
く
、特
に
歩
道

が
狭
い
、乳
母
車
を
押
す
の

が
大
変
、ま
た
通
学
路
の
整

備
も
進
ん
で
い
な
い
と
い

う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、

町
に
歩
道
整
備
計
画
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

都
市
政
策
部
長

　
歩
道
整
備
計
画
と
い
う

よ
う
な
個
別
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
。

本
田

　
町
の
様
々
な
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
、歩
道
が

狭
い
、歩
き
づ
ら
い
と
い
う

声
が
い
つ
も
上
位
に
あ
り

ま
す
。歩
き
づ
ら
い
町
、道

路
が
混
雑
し
て
い
る
町
で

は
住
む
こ
と
に
誇
り
が
持

て
な
い
の
で
は
と
危
惧
し

て
い
ま
す
。

箱
田・町
長

　
歩
道
の
確
保
に
当
た
って

は
用
地
の
交
渉
を
、開
発
が

あ
る
場
合
に
は
積
極
的
に

働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

本
田

　
新
し
く
作
る
こ
と
も
大

本
田

　
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
と
い
う
視
点
か
ら
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

尋
ね
ま
す
。
現
在
の
状
況

は
。学

校
教
育
課
長

　
現
在
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
小・

中
学
校
に
３
基
設
置
し
て
い

ま
す
。

　
今
ま
で
の
設
置
状
況
は

27
年
度
に
粕
屋
西
小
学
校
、

28
年
度
に
仲
原
小
学
校
、29

年
度
に
粕
屋
東
中
学
校
、そ

し
て
今
年
度
は
粕
屋
中
学

校
で
設
置
工
事
中
で
す
。

本
田

　
残
り
２
校
の
整
備
計
画

は
。学

校
教
育
課
長

　
粕
屋
中
央
小
学
校
で
は

来
年
度
か
ら
４
年
間
の
大
規

模
改
造
工
事
の
中
で
設
置
の

予
定
で
す
。

　
大
川
小
学
校
は
令
和
６

年
度
以
降
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
必
要
に
応
じ
て
単
独
工
事

な
ど
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
って
い
ま
す
。

町
の
歩
道
整
備
計
画
は

町
の
歩
道
整
備
計
画
は

山
本・都
市
政
策
部
長
／
個
別
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

学校施設のエレベーター設置は学校施設のエレベーター設置は
早川・学校教育課長／順次計画的に行います

事
で
す
が
、ク
オ
リ
テ
ィ
オ

ブ
ラ
イ
フ
と
い
う
視
点
か

ら
、今
あ
る
歩
道
の
状
況

調
査
を
し
て
、歩
き
や
す

く
し
て
い
く
こ
と
が
町
民

の
安
心
感
に
つ
な
が
る
の

で
は
。

都
市
政
策
部
長

　
道
路
環
境
整
備
課
で
は

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
町
内
４

区
画
に
分
け
て
毎
月
行
って

い
ま
す
。ま
た
、夜
間
照
明

や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
特

化
し
て
見
て
回
っ
て
い
ま

す
。区
長
さ
ん
か
ら
の
要
望

も
随
時
お
応
え
し
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。

か
ん
が
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議員本田　芳枝

箱田・町長／利活用計画を考えてまいります

議員小池　弘基小
池

　
阿
恵
官
衙
遺
跡
の
保
存

方
法
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

新
宅・社
会
教
育
課
長

　
本
年
度
と
来
年
度
の
２

か
年
で
阿
恵
官
衙
遺
跡
保

存
活
用
計
画
の
策
定
を
い

た
し
ま
す
。

　
順
調
に
い
き
ま
す
と
、令

和
４
年
度
か
ら
は
、史
跡
整

備
計
画
お
よ
び
基
本
設
計
へ

と
歩
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。小

池

　
農
場
跡
地
に
西
小
学
校

を
移
す
考
え
や
、小
中
一
貫

校
の
建
設
に
つ
い
て
教
育
長

に
尋
ね
ま
す
。

西
村・教
育
長

　
現
在
の
と
こ
ろ
西
小
学

校
を
、九
大
跡
地
の
ほ
う
に

移
す
と
い
う
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。小

池

　
来
年
の
１
月
と
２
月
で

農
学
部
が
西
区
元
岡
に

引
っ
越
し
さ
れ
、３
月
に

は
、土
地
が
残
る
わ
け
で

す
。

　
町
と
し
て
国
に
対
し

て
、子
ど
も
た
ち
も
増
え

る
し
、特
別
支
援
学
級
も

増
え
、普
通
教
室
が
足
り

な
く
な
り
、増
築
す
る
に

も
土
地
も
な
い
。

　
新
し
く
こ
の
際
、小
学

校
、中
学
校
、特
に
小
中
一

貫
校
を
建
設
し
、跡
地
を

民
間
に
売
却
す
る
と
、か
な

り
の
利
益
が
出
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、町
長
の

考
え
は
い
か
が
で
す
か
。

町
長

　
売
却
の
こ
と
に
つ
い
て

は
、選
択
肢
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
が
、積
極
的
に
進
め
る

た
め
に
、総
合
的
な
観
点
か

ら
、研
究
し
、結
果
を
出
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

小
池

　
粕
屋
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
あ
り
ま
す

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル

構
想
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

田
代・都
市
計
画
課
長

　
駕
与
丁
公
園
、そ
し
て
、九

大
農
場
、そ
し
て
丸
山
を
緑

の
拠
点
と
し
て
、構
想
を
形

成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
緑
の
拠
点
と
し
て
、都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

遺
跡
公
園
の
整
備
を
図
か
り

ま
す
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

町
長

　
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
構
想
の
中
で
、位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
九
大
農
場

跡
地
を
、粕
屋
町
の
西
の
ほ

う
の
グ
リ
ー
ン
地
帯
と
し
て

保
て
る
よ
う
に
、し
て
い
き

た
い
と
思
って
い
ま
す
。

九州大学附属農場跡地の利活用は九州大学附属農場跡地の利活用は

危険な道路側溝ふたの劣化

100年続いた九州大学附属農場
粕屋中学校建設中の
エレベーター

本
田

　
粕
屋
町
で
は
道
路
事
情

が
と
て
も
悪
く
、特
に
歩
道

が
狭
い
、乳
母
車
を
押
す
の

が
大
変
、ま
た
通
学
路
の
整

備
も
進
ん
で
い
な
い
と
い

う
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、

町
に
歩
道
整
備
計
画
は
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

都
市
政
策
部
長

　
歩
道
整
備
計
画
と
い
う

よ
う
な
個
別
計
画
は
あ
り

ま
せ
ん
。

本
田

　
町
の
様
々
な
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
、歩
道
が

狭
い
、歩
き
づ
ら
い
と
い
う

声
が
い
つ
も
上
位
に
あ
り

ま
す
。歩
き
づ
ら
い
町
、道

路
が
混
雑
し
て
い
る
町
で

は
住
む
こ
と
に
誇
り
が
持

て
な
い
の
で
は
と
危
惧
し

て
い
ま
す
。

箱
田・町
長

　
歩
道
の
確
保
に
当
た
って

は
用
地
の
交
渉
を
、開
発
が

あ
る
場
合
に
は
積
極
的
に

働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

本
田

　
新
し
く
作
る
こ
と
も
大

本
田

　
学
校
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
と
い
う
視
点
か
ら
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

尋
ね
ま
す
。
現
在
の
状
況

は
。学

校
教
育
課
長

　
現
在
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
小・

中
学
校
に
３
基
設
置
し
て
い

ま
す
。

　
今
ま
で
の
設
置
状
況
は

27
年
度
に
粕
屋
西
小
学
校
、

28
年
度
に
仲
原
小
学
校
、29

年
度
に
粕
屋
東
中
学
校
、そ

し
て
今
年
度
は
粕
屋
中
学

校
で
設
置
工
事
中
で
す
。

本
田

　
残
り
２
校
の
整
備
計
画

は
。学

校
教
育
課
長

　
粕
屋
中
央
小
学
校
で
は

来
年
度
か
ら
４
年
間
の
大
規

模
改
造
工
事
の
中
で
設
置
の

予
定
で
す
。

　
大
川
小
学
校
は
令
和
６

年
度
以
降
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
必
要
に
応
じ
て
単
独
工
事

な
ど
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
って
い
ま
す
。

町
の
歩
道
整
備
計
画
は

町
の
歩
道
整
備
計
画
は

山
本・都
市
政
策
部
長
／
個
別
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

学校施設のエレベーター設置は学校施設のエレベーター設置は
早川・学校教育課長／順次計画的に行います

事
で
す
が
、ク
オ
リ
テ
ィ
オ

ブ
ラ
イ
フ
と
い
う
視
点
か

ら
、今
あ
る
歩
道
の
状
況

調
査
を
し
て
、歩
き
や
す

く
し
て
い
く
こ
と
が
町
民

の
安
心
感
に
つ
な
が
る
の

で
は
。

都
市
政
策
部
長

　
道
路
環
境
整
備
課
で
は

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
町
内
４

区
画
に
分
け
て
毎
月
行
って

い
ま
す
。ま
た
、夜
間
照
明

や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
に
特

化
し
て
見
て
回
っ
て
い
ま

す
。区
長
さ
ん
か
ら
の
要
望

も
随
時
お
応
え
し
な
が
ら

進
め
て
い
ま
す
。

か
ん
が
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お 知 ら せ
次回12月議会は・・・
　12月４日（金）　９：３０開始予定
　　　 ７日（月）　９：３０一般質問

発行：粕屋町議会　編集：議会広報特別委員会
〒811-2392 福岡県糟屋郡粕屋町駕与丁1-1-1
TEL 092-938-0161　FAX 092-938-3150

～あなたならどうする～

臨時議会
９月定例会　ピックアップ
委員会レポート
一般質問は今期初の15人全員

２
3
６
12

議会だより
かすや

９月議会号 福岡県粕屋町議会
2020年11月６日発行

ＮＯ．158

「箱田」町政は
災害から町民を守ってくれるか
初の「新型コロナ対策避難所」

サブアリーナ 授乳用テント

　表紙の写真は、さる9月6日、台風10号の来襲に対して、町が自主避難所として設けましたかすやドー
ム「箱田」の写真です。町は多くの職員によって日曜日の朝から、かすやドームメインアリーナ・サブア
リーナ、サンレイクかすや多目的ホール、かすやこども館各室、粕屋中央小学校体育館に段ボール製パー
テーションによる避難所を設営しました。（合計204室）　　
　実はこれだけではなく、サブアリーナには新型コロナウイルス感染が疑われる方に対応できるよう保
健師を常駐させたり、更衣用テント・授乳用テントをも完備していました。

　「備えあれば患いなし」ですね。さ
て、みなさんはどんな災害の時、どの
ような行動（避難）を取ろうと考えて
ありますか？ご家族で相談される一助
としてアンケートにお答えください。

うれ

＊今回の避難場所は中央地域への偏りも見られます。お住いの場所から最適だと考えられる場所・要望等をご記入くださ
い。議会発信力の源とさせていただきます。

　行事等交流の機会がほとんど奪われている今、粕屋町議会に対して・議会だよりに関して、
ご意見・ご要望・感想をお願いします。

①お住いの行政区（　　　　　 区）　
②台風の時・・・・・（　　　　　　　）へ避難する　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
③大洪水の時・・・（　　　　　　　）へ避難する　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
④地震の後・・・・・（　　　　　　　）へ避難する　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑤避難するとき常備している避難グッズも必要になりますね。（　　　　）だけは絶対忘れない。

⑥

＊この空間に書ききれないほど想いのある方、ぜひ来年4月に行われます粕屋町議会議員選挙へ立候補をお考えください。

FAX 092-９３８-3150

キ
リ
ト
リ
線

編集委員長
編集副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
発行責任者

木村　優子
案浦　兼敏
小池　弘基
田川　正治
中野　敏郎
井上　正宏

：
：
：
：
：
：
：議長　鞭馬　直澄 ＊粕屋町議会だよりNo.155の議会報告会開催

　報告の中で数字に誤りがありました。

　参加者延べ人数　１０１名→１０４名
　乙仲原公民館参加人数　６１名→６４名
　訂正して、お詫び申し上げます。

（議長を除く）（議長を除く）

議会だよりは、完成
後ホームページに
掲載しております。
配達日よりも早く
ご覧になれます。


